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序 文 

 

 

独立行政法人国際協力機構は、カンボジア王国のプノンペン都公共バス交通改善計画にかかる協力

準備調査を実施することを決定し、同調査を株式会社アルメック VPI と日本工営株式会社による合同企

業体に委託しました。 

調査団は、平成 28 年 1 月から平成 28 年 7 月までの間、3 回の現地渡航を通して、カンボジアの政府

関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地踏査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここ

に本報告書完成の運びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つことを願う

ものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 28 年 9 月 

独立行政法人国際協力機構 

社会基盤・平和構築部 

部長 中村 明 
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要 約 

 

1. 国の概要 

カンボジア王国はインドシナ半島に位置する立憲君主国で、約 18.1 万平方 km の国土面積と約 1,583

万人1の人口を有する。首都プノンペン都の人口はカンボジア政府統計（2014）によると 2010 年から 2014

年の 5 年間で年率 2～4％の伸び率で増加しており、150 万人に迫る勢いである。経済は 2004 年から

2007 年までの 4 年間、10％を超える高い経済成長を記録した。サブプライムローン問題に端を発した世

界同時不況の影響を受け、2009 年の経済成長率は 0.1％まで落ち込んだものの、2010 年は 6.1％にまで

回復し、2011 年以降は 7％の成長を続けている2。産業構成は、ADB 資料（2014）によると、農業（GDP の

30.5%）、工業（GDP の 27.1%）、サービス業（GDP の 42.4%）となっており、サービス業は全体の 4 割強を

占めている。一人当たり GDP は 1,140 米ドル、名目 GDP は約 177 億米ドル（2015 年推定値、IMF 資料）

であり、周辺国（ミャンマーやラオス）に比べて低い水準となっている。 

 

2. プロジェクトの背景、経緯および概要 

2010 年以降の経済発展に伴い、カンボジア国内の車両登録台数は近年右肩上がりで伸びており、特

に 2015 年は前年比約 25%と急激な増加を示している。しかし、プノンペン都は ASEAN 経済圏を結ぶ南

部経済回廊上の要衝であるにも関わらず、都市交通環境整備は遅れ、2014 年まで都内の公共バス交通

は存在しなかった。これまで正式な公共交通機関がなかったことは近年の急激な経済成長に伴う自動

車・二輪車交通の増加に拍車をかける結果となり、交通混雑、交通事故、大気汚染等の交通問題がます

ます深刻化する要因となっている。 

 カンボジア国における上位国家計画は「四辺形戦略」であり、現在第三次計画（2013～2018）が実施中

である。この四辺形戦略では、「良い統治」のための 4 つの課題：汚職撲滅、司法制度改革、行政改革、

治安機構改革と 4 つの重点分野：農業、民間セクター、インフラ整備、人材育成が掲げられている。本プ

ロジェクトは、4 つの重点分野の一つである「インフラ整備」を通じた経済成長及び貧困削減に位置付けら

れる交通インフラ整備に該当する。 

カンボジア政府は第三次四辺形戦略を促進するために、JICA に対し日本が 2001 年に策定を支援し

たプノンペン都都市交通マスタープランの見直しを要請し、JICA は 2011 年から 2014 年にかけて開発計

画調査型技術協力「プノンペン都総合交通計画プロジェクト」を実施し、2035 年を目標年次とするプノン

ペン都総合都市交通計画（以下「2014M/P」）を策定した。同 M/P では 2035 年までに公共交通の分担率

を 30％まで引き上げる目標を掲げ、公共路線バス網として 10 路線を提案している。 

2016 年現在、プノンペン都の出先機関であるバス公社は韓国製の中古バス車両約 57 台を使って 3 路

線の運行を行っているが、路線や運行間隔などのサービスレベルが限られ、利用者も一日 7,000 人～

8,000 人程度と低水準であり、交通混雑の緩和に寄与するまでに至っていない。このため、JICA は無償

資金協力によりバス車両を供与し、路線の拡充やバス車両の追加更新等の公共路線バスの輸送力強化

を図ることにより、プノンペン都の交通状況の改善を支援することを計画している。 

                                                  
1 国連ウェブサイト（http://data.un.org/CountryProfile.aspx?crName=Cambodia） 
2 外務省ウェブサイト「カンボジア王国基礎データ」（http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/cambodia/data.html） 
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本協力準備調査の目的は、無償資金協力の効果的・技術的・経済的妥当性を検討の上、協力の成果

を得るために必要かつ 適な事業内容や規模に基づいた概略設計を行うことである。また、概略設計に

基づいた概略事業費の積算を行うとともに、事業の成果・目標を達成するために必要な相手国側分担事

業の内容、実施計画、運営・維持管理等に関する留意事項を提案することを目的とする。 

 

3. 調査結果の概要とプロジェクトの内容 

本協力準備調査において、JICA は 2016 年 1 月から 7 月まで 3 回にわたり協力準備調査団を現地に

派遣し、カンボジア国関係者と協議を重ね、7 月 21 日、無償資金協力に関する合意事項を盛り込んだミ

ニッツに署名した。また、プロジェクト対象地域やバス公社の体制および財政能力などに関する調査を行

い、調査結果に基づき機材の仕様や概略事業費の見積もりを作成した。さらに無償資金協力によって供

与される機材を管理し、路線を拡大して運行するため、バス公社の車両維持管理能力・運行管理能力の

改善を目的とした技術協力プロジェクトの予備的調査も本調査の中で実施している。 

無償資金協力事業では、プノンペン都の目標である公共路線バスの輸送力増強を達成するために、

バス公社が保有する老朽化した中古バス車両 57 台を売却し、現在の 3 路線に 2 路線を追加した 5 路

線を運行するために必要なバス車両 80 台及びバス車両維持管理用整備機材一式を調達するものであ

る。バス公社側での新たな運転士や乗務員の雇用訓練に時間を要することから、バス車両の引き渡しは

2 回に分けることとし、第 1 回納期に 30 台、第 2 回納期に 50 台のバスを供与する計画とした。バス公

社は性能面での信頼性から日本製バス車両を強く希望してきたため、基幹機材は日本製品を調達する

方針とした。ただし、日本では海外向けに左ハンドルの完成車を製造していないため、シャシとエンジン

は日本から調達し、近隣の第三国で車体架装を行う方針とした。 

また、バス公社は、プノンペン都内の 2 か所（プノンペン港跡地と廃棄物処分場跡地（Mean Chey））に

バス車庫及び整備工場を建設し、合計 20 名の整備士を第 1 回納品までに雇用する計画である。 

 

4. プロジェクトの工期及び概略事業費 

無償資金協力ガイドラインに基づき事業実施工程を策定したところ、実施設計・入札関連業務の実施

期間は 4 ヵ月となる。機材供与の全体工期は 13 ヵ月であるが、相手国政府の受け入れ体制を踏まえ 2 回

に分けたバス車両の納品となる。第 1 バッチとしてバス車両 30 台及びバス車両維持管理用整備機材一

式の調達実施工期が 11 ヵ月、第 2 バッチとして残りのバス 50 台が全体工期と同じく 13 ヵ月となる。 

カンボジア国側負担額は車庫・整備工場など建設費を中心に 8 億 5,110 万円を拠出する予定である。 

 

5. プロジェクトの評価 

(1) 妥当性 

1) プロジェクトの裨益対象は、プノンペン都民の約 150 万人であり、「カ」国総人口の約 10％を占

める。路線バスは所得の低い人々の貴重な交通手段であり、貧困層への裨益効果が高い。 

2) 本プロジェクトは交通弱者の「交通基本権」（交通手段の選択権）の拡大を目指すものであり、

人間の安全保障、BHN や教育・人づくりに合致する。 
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3) プノンペン都が自前の予算とバス公社の人材・技術で運営・維持管理を行うことができ、過度に

高度な技術を必要としない。 

4) 本プロジェクトは、カンボジア国の第 3 次四辺形戦略（2013～2018 年）における戦略の柱の一

つ「インフラ整備」を通じた経済成長及び貧困削減に位置付けられる交通インフラ整備に該当

する。 

5) 環境社会面では、個別交通手段である自家用車やオートバイからの転換が期待でき、大気汚

染や CO2 の排出削減に寄与する。 

6) 本プロジェクトは、当面、低所得者層や交通弱者と呼ばれる人々の利用が主となることから、運

賃収入も限られ収益性は低く無償資金協力での支援が妥当である。 

7) 対カンボジア国別援助方針（2012 年）において、重点分野「経済基盤の強化」の中で「経済イン

フラの整備」を挙げており、また対カンボジア JICA 国別分析ペーパー（2014 年）においても「経

済基盤の強化」を重点分野としてプノンペンの交通状況改善を重要課題として分析しているこ

とから、本プロジェクトの妥当性は高い。 

8) プノンペン都では我が国の無償資金協力によって新規調達されるバスに対する予算及び人材

の新規採用等の準備を進めており、本プロジェクトが我が国の無償資金協力の制度で実施可

能な状態となっている。 

 

(2) 有効性 

1) 定量的効果 

指標名 基準値（2016 年） 目標値（2021 年） 

バス運行路線数（本） 3 5 

バス運行率（%） 67.5 100 

バス運行距離（台・km／日） 4,386 8,830  

バス輸送力（万人・km／日） 21.9 40.3 

バス車両の稼働率（%） 75 90 

利用者数（人／日） 8,133 40,000 

（備考） バス運行率＝実際の運行本数／計画運行本数（平均値） 
  車両の稼働率＝運行車両数／保有車両数（平均値） 

 

2) 定性的効果 

i. 路線バスルートにおいて、交通渋滞が緩和する。 

ii. 公共バスの運行サービス向上により、公共バス利用に対する都民意識が向上する。 

iii. バス公社が安価で安全な公共交通手段を提供できるようになる。 

iv. 安価で安全な公共交通により、低所得者、高齢者等の交通弱者の活動範囲が広がる。



カンボジア国プノンペン都公共バス交通改善計画 

準備調査報告書 

i 

目   次 

序 文 

要 約 

目 次 

サイト位置図 

写 真 

図 表 目 次 

略 語 集 

 

第 1 章 プロジェクトの背景・経緯 

1-1 当該セクターの現状と課題 .............................................................................................. 1-1 

1-1-1 現状と課題 .............................................................................................................. 1-1 

1-1-2 開発計画 ................................................................................................................. 1-7 

1-1-3 社会経済状況 ........................................................................................................ 1-10 

1-2 無償資金協力の背景・経緯及び概要 ............................................................................. 1-12 

1-2-1 背景 ...................................................................................................................... 1-12 

1-2-2 本調査の目的と内容 .............................................................................................. 1-12 

1-2-3 協力の概要 ........................................................................................................... 1-13 

1-3 我が国の援助動向 ........................................................................................................ 1-13 

1-4 他ドナーの援助動向 ..................................................................................................... 1-14 

 

第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 ................................................................................................... 2-1 

2-1-1 組織・人員 ............................................................................................................... 2-1 

2-1-2 財政・予算 ............................................................................................................... 2-2 

2-1-3 技術水準 ................................................................................................................. 2-3 

2-1-4 既存施設・機材 ........................................................................................................ 2-3 

2-1-5 バス運行及び路線 ................................................................................................... 2-4 

2-1-6 バス公社の運営と財務 ............................................................................................. 2-8 

2-2 プロジェクトサイト及び周辺の状況 .................................................................................... 2-8 

2-2-1 関連インフラの整備状況 ........................................................................................... 2-8 

2-2-2 自然条件 ................................................................................................................. 2-9 

2-2-3 環境社会配慮 ........................................................................................................ 2-10 

2-3 その他（グローバルイシュー等） ...................................................................................... 2-10 

 

 



カンボジア国プノンペン都公共バス交通改善計画 

準備調査報告書 

ii 

第 3 章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 ........................................................................................................... 3-1 

3-1-1 上位目標とプロジェクト目標 ...................................................................................... 3-1 

3-1-2 プロジェクトの概要 ................................................................................................... 3-1 

3-2 協力対象事業の概略設計 ............................................................................................... 3-2 

3-2-1 設計方針 ................................................................................................................. 3-2 

3-2-2 基本計画（機材計画） ............................................................................................... 3-4 

3-2-3 基本設計図 ........................................................................................................... 3-21 

3-2-4 調達計画 ............................................................................................................... 3-22 

3-3 相手国側分担事業の概要 ............................................................................................. 3-30 

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 ................................................................................. 3-32 

3-5 プロジェクトの概略事業費 .............................................................................................. 3-32 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 .................................................................................. 3-32 

3-5-2 運営・維持管理費 .................................................................................................. 3-33 

 

第 4 章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 ............................................................................................ 4-1 

4-2 全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 ..................................................... 4-1 

4-2-1 相手国側の取り組むべき事項 ................................................................................... 4-1 

4-2-2 技術協力プロジェクトとの連携 ................................................................................... 4-2 

4-3 外部条件 ........................................................................................................................ 4-2 

4-4 プロジェクト評価 .............................................................................................................. 4-2 

4-4-1 妥当性 .................................................................................................................... 4-2 

4-4-2 有効性 .................................................................................................................... 4-3 

 

資 料 

資料 1 現地調査団員リスト 

資料 2 第 1 回現地調査行程 

資料 3 第 2 回現地調査行程 

資料 4 第 3 回現地調査行程 

資料 5 面会者リスト 

資料 6 討議議事録（M/D）（2016 年 1 月 28 日付） 

資料 7 討議議事録（M/D）（2016 年 4 月 22 日付） 

資料 8 討議議事録（M/D）（2016 年 7 月 21 日付） 

資料 9 進捗報告書（Project Monitoring Report）初版  



カンボジア国プノンペン都公共バス交通改善計画 

準備調査報告書 

iii 

 

サイト位置図 

 

 

 

 

  

 

  

  

（出典：WorldMap_ja.png）

プノンペン都およびサイト位置図

カンボジア王国

N

第 1 車庫・第 1 整備工場予定地 

Phnom Penh Port 

第 2 車庫・第 2 整備工場予定地 

（廃棄物処分場跡地） 

Mean Chey 

カンボジア王国 

プノンペン都 



カンボジア国プノンペン都公共バス交通改善計画 

準備調査報告書 

iv 

写 真 

 

プノンペン市街地の交通渋滞（2016 年 2 月） 近年プノンペンではバイクの交通量が劇的に増え
た。（2016 年 2 月） 

バス公社が 3 路線で運行する都市内路線バス。車
両は韓国製 57 台を保有している。（2016 年 2 月）

バス車内の様子（2016 年 2 月） 

修理中の市内路線バス。バスは頻繁に故障してお
り、20 分の運行間隔が 40 分となることもあり、
運行に大きな支障が出ている。（2016 年 2 月） 

渋滞と車両故障などにより、ダイヤは頻繁に乱れ、
バス待ち客が増える。（2016 年 2 月） 
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業者による車両の修理。バス公社は整備・修理
とも民間業者に委託している。（2016 年 2 月） 

下請け業者によるバスエンジンのオーバーホール。
（2016 年 2 月） 

車内で車掌が運賃収受を行う。（2016 年 2 月） ほとんどの停留所はポール型バス停だが、数か所は
上屋とベンチが設置されている。（2016 年 2 月） 

バス公社が管理する運行記録（2016 年 2 月） 停留所で停車するバス（2016 年 2 月） 
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第1章 プロジェクトの背景・経緯 

1-1 当該セクターの現状と課題 

1-1-1 現状と課題 

1-1-1-1 都市内バスサービスの歴史 

プノンペン都における路線バスサービスは、2014 年の JICA 開発計画調査型技術協力で実施

された社会実験の継続として現在 3 路線が運行されている。それ以前にも幾つかの試みが実

施されたものの、本格的な運用には至らず、市民の交通手段として、自家用車、タクシー、モト

ドップ、シクロ、トゥクトゥクが主に利用されている。公共交通の導入が遅れる中で、順調な経済

成長に伴う急速なモータリゼーションの進展が交通混雑をさらに助長しているのが現状と言える。

交通混雑の深刻化は、路線バスの運行の効率性を低下させるとともに、オートバイの増加に拍

車をかけており、公共交通の利用促進に新たな課題を投げかけ、都市交通政策をより複雑なも

のとしている。質の高い公共路線バスサービスの提供が喫緊の課題であり、本プロジェクトの意

義は非常に高いものと評価されている。質の高い公共路線バスサービスの検討に先立ち、ここ

ではプノンペン都におけるこれまでの路線バスサービスの提供に係る取組みについて、その概

要を整理した。 

 

（1） 1996 年のバス運行開始 

内戦終結後、 初に都市内の路線バスサービスが提供されたのは 1996 年 12 月である。マレ

ーシア企業 Ho Wan Genting and Transport Co., Ltd. が、内戦前にプノンペン都が運営してい

た市内環状線 2 路線と放射線 5 路線でサービスを開始した。しかし採算が取れず、同社は 1 年

を待たずに都市内での路線バスサービスから撤退し、都市間バスの運営に切り替えている。な

お、現在も、プノンペンと世界遺産のあるシェムリアップ、あるいはベトナムのホーチミンやタイの

バンコクに行く国際路線の需要は高く、多くのバス事業者が参入しており、採算の悪い都市内

の路線バス事業とは異なる様相を呈している。プノンペン都のバス公社においても、将来的に

は都市内だけでなく、都市間のバスサービス提供に関する議論がなされている。 

 

（2） 2001 年第 1回社会実験 

JICA は 2000 年～2001 年にかけて、開発調査「プノンペン都都市交通計画調査」を実施し、各

種の交通問題の解決、持続可能な都市の発展を支えるマスタープラン（M/P）を作成した。この

M/P 調査のなかで、プノンペン都と JICA は 1 か月間の都市内公共バス運行の社会実験を実

施している。この社会実験は、公共バスシステムの利便性を市民に理解してもらうこと、バスサ

ービスの潜在的効果を特定すること、都市内バスサービスの計画上の問題点を確認し、戦略的

な解決策を提案することを目的として、モニボン通りを通る約 8.5 km の路線と同じく約 8.5 km の

市内環状路線との 2 路線で実施された。2 路線上には、合計 56 のバス停が 300～500 m 間隔
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で設置され、8 か所のバス停では上屋も設置されている。また、バス運行を円滑に行うためにい

くつかの道路区間では自動車とバイクの路上駐車が禁止されるなどの交通管理対策も併せて

実施されている。実験期間中のバス利用者数は 103,239 人（ルート１：60,276 人、ルート 2：

42,963 人）で、社会実験の当初の目的は概ね達成されたものと高く評価されている。 

その結果を受けて、JICA の支援による社会実験の終了後もプノンペン都公共事業運輸局

（Department of Public Works and Transport of Phnom Penh、以下 DPWT）が 17 台のバス車両

により均一運賃で運行を継続した。均一運賃は、 初は 500 リエル、その後 800 リエルに値上

げされている。しかし財源不足により DPWT による運行は長くは続かず 1 か月で終了している。

人々の通勤や通学の足となる路線バスサービスは、求められる公共性から運賃は所得の低い

人を対象として設定されるため、運賃収入だけで採算を取ることは難しいとされている。また、自

家用車やオートバイなどの個人の交通手段と競合するなかで、公共交通の優位性を確保する

ことの難しさもある。そのため、総合的な公共交通政策と連携してバスを運行する体制が必要不

可欠であり、インフラの整備や維持管理を中心業務とする DPWT が公共バスサービスを提供す

ることは容易ではないことが明らかになったと言える。 

 

（3） 2014 年第 2回社会実験 

JICA は 2011 年から 2014 年にかけて、上記の都市交通計画調査の見直しの一環として開発

計画調査型技術協力「プノンペン都総合交通計画プロジェクト」を実施し、2035 年を目標年次

とする 2014M/P を策定した。この M/P においても、公共交通サービスは現在のプノンペン都

の交通問題を解決する 適な方策であることが示され、再度プノンペン都と JICA による公共バ

スサービスの社会実験が 2014 年 2 月に実施された。この 2 回目の社会実験の目的は、1)市民

に快適で安全な交通サービスを利用する機会を提供すること、2)カウンターパートが継続的に

公共バスを自ら運行できるよう公共バス運行のノウハウを蓄積すること、3)モニボン通りにおいて

都心部の 3 交差点（ロシア、カンプチアクロム、シャルルドゴール）で信号系統化を実施し、信号

システム導入による混雑緩和効果を検証することであった。 

2 回目の社会実験では、10 台のエアコン付バスが約 7.5 km のモニボン通り（1 路線）で運行さ

れ、そのバスの運行をより効率的にするために 3 つの交差点を対象にバス優先信号システムが

導入されている。バス停は 300～500m 間隔で 36 箇所設置された。実験期間中のバス利用者

数は 43,278 人であり、1 日当たりの平均は 1,546 人であった。 

 

（4） 2014 年第 2回社会実験以後 

1 か月間の社会実験のあと、バスの運行は DPWT により継続され、さらに 2014 年 9 月にはプノ

ンペン都が暫定的に設立した「プノンペン都バス公社」に引き継がれている。バス公社に運行

が引き継がれると同時に、路線 1 が 7.5 km から 19 km に延伸され、路線 2、路線 3 でも新たな

運行が開始され、バス車両も 43 台に増やされた（図 1-1 参照）。また、プノンペン都ではバス停

施設の整備や路上駐車規制等の対策を実施しており、これらの対策により、バス利用者は徐々
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に増加し、2014 年 10 月時点では、路線 1：1,148 人/日、路線 2：609 人/日、路線 3：763 人、合

計 2,520 人/日となっている。 

バスの運賃は 1,500リエル均一であるが、更なるバス利用普及を図るため、プノンペン都は 2014

年 10 月から、学生、身長 1 m 未満の子供、70 歳以上の老人、僧侶、身体障害者は、バス運賃

を無料とした。この結果、社会実験を実施した 2016 年 10 月の平均で、路線 1：2,025 人/日、路

線 2：1,524 人/日、路線 3：2,479 人、合計 6,028 人/日に増加している。 

この 2 回目の社会実験の成果としてバス公社が設立されたことは、特筆されるべきものであり、

これからの公共交通サービス提供の礎を築いたものと言える。このバス公社の能力をどの様に

高めていくかが次の課題となっている。 

 

1-1-1-2 バス路線の概要 

ここでは、現在のプノンペン都における路線バスについて、路線網及びバスの利用者数につい

て概説する。なお、サービス水準、バス停、運賃収受、運行管理体制などに関する詳細は、「2-

1-5 バス運行及び路線」にて詳述する。 

 

（1） バス路線の運行概要 

バス路線はプノンペン都の中心部を南北に貫くモニボン通りを運行する 1 号線、東側の環状線

であるマオツートン通りを運行する 2 号線、プノンペン空港方面から西側のトンレ・サップ川沿い

にあるナイトマーケットに向かう 3 号線の 3 路線が運行している（図 1-1 参照）。 

運賃は 1500 リエル均一（ただし、学生、身長 1 m 以下の子供、身体障害者、70 歳以上の高齢

者、僧侶は無料）、運行間隔は 10～15 分であり、運行時間帯は 5:30～20:30 である。 
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 路線行程 

1 号

線 
 Kilomet Lek Bram Boun 停留所～Boeung Chhouk 停留所を結ぶ路線。 
 NH5、Old Stadium Joint 道路、モニボン通り、NH1 を通るルート。 

2 号

線 

 ナイトマーケット～Takmao 駐車場を結ぶ路線。 
 シソワット通り、Old Stadium Joint 道路、70 番通り、273 通り、Toul Kork 道路、金日成通り、毛沢

東通り、モニボン通り NH2 を通るルート。 

3 号

線 
 ナイトマーケット～ChaomChao ラウンドアウトを結ぶ路線。 
 106 番通り、ノロドム通り、カンプチュア・クロム通り、ロシア通りを通るルート。 

路線

図 

（出典：JICA 調査団作成） 

図 1-1 市内バス 3 路線の概要 

 

（2） バスの利用者数 

バス利用者数（3 路線の合計）を表 1-1 に示す。調査を行った 3 日間の中で、2016 年 2 月 23

日（火曜日）の利用者数が一番多く 8,600 人/日、次いで 2 月 24 日（水曜日）が 7,575 人/日、2

月 21 日（日曜日）は 7,063 人/日であった。 

運賃支払い種別（有料利用者・無料利用者別）に見ると、平日の有料利用者は 2 月 23 日（火）

で 5,051 人、24 日（水）で 4,295 人であり、全体に占める割合は 6 割弱である。残りの 4 割以上

が無料の利用者となっている。また無料での利用者のうち 3 割以上が学生であることから、学割
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なども考慮に入れた上で運賃の再設定を検討していかない限り、バス公社の赤字体質を改善

することは難しいと判断される。 

なお、バス公社の利用者数データ（2015 年 12 月時点）と今回 3 日間実施した調査から得られ

たデータの比較を行ったが同程度の利用者数で、特に大きな変化は見られず、利用者が固定

されつつある状況がうかがえる。 

表 1-1 バス利用者数（3 路線合計） 

 調査日 有料利用者 

無料利用者 

 合計 身長 1 m  

以下の子供
学生 

70 歳 

以上 

身体 

障害者 

2016 年 2 月

21 日 (日) 

5,551 531 653 279 49 7,063

78.6% 7.5% 9.2% 4.0% 0.7% 100.0%

2016 年 2 月

23 日(火) 

5,051 407 2,711 353 78 8,600

58.7% 4.7% 31.5% 4.1% 0.9% 100.0%

2016 年 2 月

24 日(水) 

4,295 319 2,552 336 73 7,575

56.7% 4.2% 33.7% 4.4% 1.0% 100.0%

バス公社からのデータ（2015 年 12 月における 1 日の平均利用者数） 7,508

（出典：JICA 調査団） 

 

各路線のバス利用者数を図 1-2 に示す。路線 1 では平日 2,000 人以上のバス利用があり、そ

の半数強が運賃を支払って利用しており、残りが無料での利用であった。無料利用者としては、

特に平日の学生の利用が目立つ。日曜日と平日を比較すると、運賃支払い利用者の人数に大

きな差はなく、日曜日は学生の利用が大きく減っていることがわかる。 

路線 2 は路線 1 に比べ若干利用者数は少ないが、平日 2,000 人前後が利用している。平日の

学生の割合は 2 割強で路線 1 よりも若干学生の割合は低い。また、路線 1 と同様に日曜日は

学生の利用者が大きく減っている。 

路線 3 は空港へのアクセス路線であり、3 路線の中で一番利用者数が多く、1 日 3500 人以上

が利用している。路線 3 の特徴として、運賃支払い利用者数が平日より日曜日の方が多いこと

が挙げられる。路線 1・2 と同様、日曜日の学生の利用者は平日に比べ大きく減っている。 

一般的に、都市交通需要の中で も多い交通目的は通勤と通学であり、今回の調査結果の学

生の利用実態に見られるように平日が多く、日曜日にはほとんどないといった特徴がある。 

一方、今回の調査結果の有料利用者は、日曜日の需要が平日と同等か多くなる傾向が見られ

ている。今回の調査では移動の目的を聞いていないので確かではないが、現在バスを利用し

ている有料利用者は、通勤以外の目的でもバスを利用している様子が伺われる。利用者数が

一日数千人と少ないことから、路線バス沿線の限られた人が、通勤だけでなく買い物などの私

用目的でもバスを利用しているものと想定される。今後は、新規需要の掘り起こし等により、今よ

りも広範囲の人に利用してもらうことが課題である。 
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（出典：JICA 調査団） 

図 1-2 路線別バス利用者数（調査結果） 

 

1-1-1-3 プノンペン都バス公社の現状と課題 

（1） プノンペン都バス公社の概要 

プノンペン都バス公社は、2014 年 5 月 21 日付けの閣僚評議会による正式通達を受け、2014

年 7 月 1 日プノンペン都の直轄地域として設立された。同年 9 月 1 日より、バス車両 57 台

（2016 年 8 月現在の稼働車両は 43 台）、3 路線で運営を開始した。 

 

（2） 路線バスの運行管理状況 

運賃は前述の通り、1 回の乗車で 1,500 リエル（0.36 米ドル）かかり、路線を乗り継げばその都

度同額の支払いが必要である。運賃無料の対象は学生、身長 1 m 以下の子供、身体障害者、

70 歳以上の高齢者、そして僧侶である。 

バス公社の 2015 年の売上実績はわずか約 20 億リエル（50 万米ドル）であり、年間収支は約

120 万米ドルの赤字である。毎月の赤字額は、4 億リエル（10 万米ドル）以上に達しており、その

中でも中古バスの修理費が毎月 2 万 5,000 米ドルから 3 万米ドルかかることが赤字傾向となる

大きな要因となっている。また、バスは頻繁に故障しており、本来であれば 20 分間隔で運行で

きるものが 40 分間隔となることもあり、運営に大きな支障が出ている。 

保有するバスはすべて 2003 年から 2005 年にかけて製造された韓国製の中古バスであり、価

格は 1 台 19,000 米ドルと言われている。また、CNG（圧縮天然ガス）ベースのバスを LPG（液化

Numbers of Passengers on Route 1

Paid Service 
Numbers

Chilid under
 1 meter high

Students
Adult over 

70 years old
Disability Total

1,276 140 162 105 16 1,699
75% 8% 10% 6% 1% 100%

1,387 146 787 140 23 2,483
56% 6% 32% 6% 1% 100%

1,128 91 730 113 16 2,078
54% 4% 35% 5% 1% 100%

Numbers of Passengers on Route 2

Paid Service 
Numbers

Chilid under
 1 meter high

Students
Adult over 

70 years old
Disability Total

1,317 147 114 55 16 1,649
80% 9% 7% 3% 1% 100%

1,499 147 505 90 28 2,269
66% 6% 22% 4% 1% 100%

1,248 96 459 100 16 1,919
65% 5% 24% 5% 1% 100%

Numbers of Passengers on Route 3

Paid Service 
Numbers

Chilid under
 1 meter high

Students
Adult over 

70 years old
Disability Total

2,958 244 377 119 17 3,715
80% 7% 10% 3% 0% 100%

2,165 114 1,419 123 27 3,848
56% 3% 37% 3% 1% 100%

1,919 132 1,363 123 41 3,578
54% 4% 38% 3% 1% 100%

Free Service Passengers

Feb. 21 (Sun)

Free Service Passengers

Feb. 21 (Sun)

Feb. 23 (Tue)

Feb. 24 (Wed)

Free Service Passengers

Feb. 23 (Tue)

Feb. 24 (Wed)

Feb. 21 (Sun)

Feb. 23 (Tue)

Feb. 24 (Wed)

0

500

1,000

1,500

Paid Service
Numbers

Chilid under
 1 meter high

Students Adult over
70 years old

Disability

Free Service Passengers

Feb. 21 (Sun)

Feb. 23 (Tue)

Feb. 24 (Wed)

0

500

1,000

1,500

Paid Service
Numbers

Chilid under
 1 meter high

Students Adult over
70 years old

Disability

Free Service Passengers

Feb. 21 (Sun)

Feb. 23 (Tue)

Feb. 24 (Wed)

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500

Paid Service
Numbers

Chilid under
 1 meter high

Students Adult over
70 years old

Disability

Free Service Passengers

Feb. 21 (Sun)

Feb. 23 (Tue)

Feb. 24 (Wed)



カンボジア国プノンペン都公共バス交通改善計画 

準備調査報告書 

 

1-7 

天然ガス）ベースに改造して使用しているため故障が多い。さらに、修理できる企業が限られて

いることも修理費が高くなる要因となっている。 

 

（3） 路線バスの維持管理状況等 

バスの留め置き場はそれぞれの路線の両端に合計 6 箇所設けられているが、バスの点検や修

理のための整備工場はなく、駐車のためのスペースがあるだけである。修理や保守点検は民間

の修理工場に一括委託しており、公社側での車両の管理は行っていない。もちろん、保守や点

検のための自動車整備士はおらず、メンテナンスのマニュアルも存在しない。なお、道路舗装

やバス停留所の建設・維持管理のために DPWT から土木技術者が 2 名派遣されている。 

バスの運行のためのコントロールセンターはなく、各起終点にバスの配車担当者がおり無線で

運転手と連絡をとって運行をコントロールしている。 

バスの運転手は、大型車両の運転免許を持つ者を採用し、数日の実地訓練を受けたあと、乗

務している、運転手を教育指導する管理者はいない。 

 

1-1-1-4 都市交通サービスの関連法制度 

公共交通関連の法制度については、都市交通に関して、国としての政策や関連法制度は存在

しない。バスサービスについても、2014 年 9 月からプノンペン都において 3 路線による運営が

開始されたばかりであり、本格的な法制度は存在しない。 

一方で、経済財政省（Ministry of Economy and Finance。以下 MEF）の意向として現在のプノン

ペ ン 都 バ ス 公 社 の 組 織 体 制 は 設 立 3 年 後 に プ ノ ン ペ ン 都 庁 （ Phnom Penh Capital 

Administration。以下 PPCA）と協議し、適宜見直すこととされている。3 年後は、プノンペン都水

道公社やプノンペン都港湾公社のような独立採算制の State Enterprise とするか、あるいは民間

出資者を募り SPC を設立するかが検討されることとなる。 

 

1-1-2 開発計画 

1-1-2-1 プノンペン都総合交通計画プロジェクト（2014M/P 策定プロジェクト） 

（1） プロジェクトの概要 

当該プロジェクトは、①2035 年を目標年次とするプノンペン都における総合都市交通計画の策

定、②優先プロジェクトにかかるアクションプラン及びプレ F/S の実施ならびに、③プロジェクトを

通じたカンボジア国政府関係者への技術移転を行う目的で、2012 年 3 月から 2014 年 12 月ま

での 2 年 10 か月にわたり実施されたものである。 

このプロジェクトで提案されている公共交通システムは、2035 年での公共交通の分担率を 30％

に設定して交通需要予測を行い、需要に応じた公共交通モードの提案を行っている。 
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基本方針としては、2020 年まではバス交通を中心とし、2020 年以降軌道系公共交通システム

の導入を提案している。 

バス路線網は図 1-3 および図 1-4 のとおり、現在の 3 路線から 2020 年に 10 路線の運行を提

案している。 

 

（出典：JICA、プノンペン都総合交通計画プロジェクト） 

図 1-3 無償資金協力要請書に示される 10 路線 

 

 
（出典：JICA、プノンペン都総合交通計画プロジェクト） 

図 1-4 バス運行の段階計画 
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（2） プロジェクトの課題 

プノンペン都総合交通計画プロジェクトで提案されている路線には下記の問題や課題がある。 

 路線の延長が長く、効率的なバスの運行ができない形態となっている。 

 図 1-5 に示されるように現状、都心部に人口が集中し、郊外に行くほど人口の分布が薄い

中で、郊外部まで全方面へ路線が計画されている。利用客があまり見込めない区間を長く

走行することで運行経費が増大し、バス事業が慢性的な赤字経営となる恐れが高い。 

 郊外路線は特に路線長が長く、15 分間隔でバスサービスを提供する場合、200 台以上の

車両が必要となる。 

都市交通 MP におけるバス路線網計画 人口分布（2014 年） 

  

（出典：JICA 調査団） 

図 1-5 都市交通 MP における路線バス網の整備計画と現状人口分布 

 

1-1-2-2 プノンペン都によるバス路線網計画 

2014M/P で提案されている 10 路線の他に、プノンペン都が独

自に策定している路線網がある。それは図 1-6 に示すもので、

2014M/P の路線よりもさらに広域をカバーする路線形態となって

いる。本来、都市内バスサービスは都心部に集中する通勤・通

学交通に寄与することが主たる機能であり、広域の都市間サー

ビスとは分けた検討が必要である。本調査ではあくまで都市内

の路線バスサービスを前提とする。 

 

図 1-6 プノンペン都による路線バス網の整備計画 

 

（出典：プノンペン都）
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1-1-3 社会経済状況 

1-1-3-1 カンボジア国の経済 

外務省カンボジア王国基礎データによると、カンボジア経済は 2004 年から 2007 年までの 4 年

間で 10％を超える高い経済成長を記録したが、サブプライムローン問題に端を発した世界同時

不況の影響を受け、2009 年の経済成長率は 0.1％まで落ち込んでいる。しかしながら、2010 年

は 6.1％にまで回復し、2011 年以降は 7％成長を続けている。 

インフレ率は、石油価格の低迷と食料価格の安定により、2015 年平均 1.1％と低水準となって

いる。経常収支及び財政収支は慢性的に赤字であり、2015 年（IMF 予測値）では、前者はマイ

ナス 11.1％（対 GDP 比）、後者はマイナス 2.0％（対 GDP 比）と予想されている。堅調な縫製品

等の輸出品、建設業、サービス業及び海外直接投資の順調な増加により、今後も安定した経

済成長が見込まれている。 

カンボジア国の産業構成は、2014 年 ADB 資料によると、農業（GDP の 30.5%）、工業（GDP の

27.1%）、サービス業（GDP の 42.4%）となっており、サービス業は全体の 4 割強を占めている。

一人当たり GDP は 1,140 米ドル、名目 GDP は約 177 億米ドル（2015 年推定値、IMF 資料）で

あり、周辺国（ミャンマーやラオス）に比べても低い水準となっている。 

2014 年関税消費税総局の資料によると、貿易総額は輸入が 107 億米ドル,輸出が 225 億米ド

ルとなっており、それぞれの内訳は下記の通りである。 

輸出： 衣類（50.3%）、印刷物（37%）、履物（3.9%）、穀物（2.1%）、ゴム（1.3%） 

輸入： 織物（35%）、機械(9%)、電気機器(5%) 、石油製品（4%）、車両（4%） 

また、主要貿易相手国は次の通りである。 

輸出： 米国 (23%)、英国（9%）、ドイツ (8%)、日本 (7%)、カナダ（7%） 

輸入： タイ（28%）、中国（22%）、ベトナム（16%）、香港（6%）、シンガポール (6%) 

［日本 (2%)（第 10 位）］ 

 

1-1-3-2 プノンペン都の人口及び車両数 

（1） プノンペン都の人口の推移 

2014 年カンボジア政府統計によると、プノンペン都の人口は 2010 年から 2014 年の 5 年間で

年率 2～4％の伸び率で増加しており、150 万人に迫る勢いである（図 1-7 参照）。 

これはカンボジア全体の人口 1,583 万人（2016 年、国連統計局調べ）のうちおよそ 1 割にあた

る。さらに同じ 5 年間のプノンペン都の人口伸び率は年率 2～4％と大きく伸びている。 
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（出典：Population in Phnom Penh, 2010–2014） 

図 1-7 プノンペン都の人口推移 

 

（2） プノンペン都の車両登録台数の推移 

2010 年以降のプノンペン都の新規車両登録台数は近年右肩上がりで増加している（図 1-8 参

照）。特に 2015 年は前年比約 25%と急激に車両が増加している。1990 年から 2015 年までの

累計で約 228 万台が登録され、そのうち 87%は自動二輪が占めている。 

 
（出典： MPWT） 

図 1-8 プノンペン都の車両登録台数（新規）の推移  
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1-2 無償資金協力の背景・経緯及び概要 

1-2-1 背景 

カンボジア国における上位国家計画は「四辺形戦略」であり、現在第三次計画（2013～2018）

が実施中である。四辺形戦略では、「良い統治」のための 4 つの課題：汚職撲滅、司法制度改

革、行政改革、治安機構改革と 4 つの重点分野：農業、民間セクター、インフラ整備、人材育成

が掲げられている。本プロジェクトは、4 つの重点分野の一つである「インフラ整備」を通じた経

済成長及び貧困削減に位置付けられる交通インフラ整備に該当する。カンボジア政府では第

三次四辺形戦略を促進するために、JICA に対し日本が 2001 年に策定を支援したプノンペン

都都市交通マスタープランの見直しを要請し、JICA は 2011 年から 2014 年にかけて開発計画

調査型技術協力「プノンペン都総合交通計画プロジェクト」を実施し、2035 年を目標年次とする

プノンペン都総合都市交通計画（以下、「2014M/P」とする）を策定した。 

2014M/P では、プノンペン都の将来人口予測（2035 年：約 287 万人）に基づき公共交通計画、

道路網計画、交通管理計画を提案している。公共交通計画としては、2035 年の公共交通の分

担率を 30％、2020 年までに 10％を達成する目標を掲げ、公共路線バス網として 10 路線を提

案している。なお、2035 年に向けては路線バスだけでなく、AGT など軌道系の公共交通システ

ムの導入により目標値の 30％を達成させようとしている。2016 年現在、韓国製の中古バス車両

約 57 台を使って 3 路線の運行を行っているが、路線や運行間隔などのサービスレベルが限ら

れており、利用者も一日 7,000 人～8,000 人程度で、交通混雑の緩和に寄与するまでに至って

いない。 

本無償資金協力により、路線の拡充やバス車両の追加更新が進み、公共路線バスの輸送力強

化及びプノンペン都の交通状況改善が期待される。 

 

1-2-2 本調査の目的と内容 

本協力準備調査の目的は無償資金協力の効果・技術的・経済的妥当性を検討の上、協力の

成果を得るために必要かつ 適な事業内容・規模に基づき、概略設計を行うことである。また、

概略設計に基づいた概略事業費の積算を行うとともに、事業の成果・目標を達成するために必

要な相手国側分担事業の内容、実施計画、運営・維持管理等に関する留意事項を提案するこ

とを目的とする。 

JICA は 2016 年 1 月から 7 月まで 3 回にわたり協力準備調査団を現地に派遣し、カンボジア

国関係者と協議を重ね、7 月 21 日に無償資金協力に関する合意事項を盛り込んだミニッツに

署名した。また、プロジェクト対象地域やバス公社の体制および財政能力などに関する調査を

行い、調査結果に基づき機材の仕様や概略事業の見積もりを作成した。 
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1-2-3 協力の概要 

本プロジェクトは、上記プノンペン都の目標である公共路線バスの輸送力増強を達成するため

に、バス公社が保有する老朽化した中古バス車両 57 台を売却し、現在の 3 路線に 2 路線を

追加した 5 路線を運行するために必要なバス車両 80 台及びバス車両維持管理用整備機材

一式を調達するものである。 

バス公社側での新たな運転士や乗務員の雇用訓練に時間を要することから、バス車両の引き

渡しは 2 回に分けることとし、第 1 回納期に 30 台、第 2 回納期に 50 台のバスを供与する計

画とした。また、バス公社は、プノンペン都内の 2 か所（プノンペン港跡地と廃棄物処分場跡地

（Mean Chey））にバス車庫及び整備工場を建設し、合計 20 名の整備士を第 1 回納品までに

雇用・育成する計画である。 

 

1-3 我が国の援助動向 

本プロジェクトは対カンボジア国別援助方針に定められる重点分野 1 「経済基盤の強化」の中

の小目標である「経済インフラの整備」に位置付けられる。この小目標は、「物流の安定化・効率

化を通じた経済・産業振興を支える国土軸の整備（南部経済回廊など）を中心に、 も優先度

の高い道路交通と成長回廊拠点であるシハヌークビル港を中心とした港湾分野の施設整備と

維持管理などを支援していく」と謳っており、この目標のもと、プノンペン都で関連する案件が体

系的に実施されてきた（表 1-2）。 

本プロジェクトは南部経済回廊上の要衝であるプノンペン都の公共交通の整備を目指すもので

あり、これらの一案件として位置づけられる。 

表 1-2 関連する我が国の主な援助実績 

協力内容 実施年度 案件名／その他 概 要 

無償資金協力 
2005～

2016 

国道一号線改修計画

（第 1 期～第 4 期） 

国道一号線（プノンペン～ネアックルン区間）の

道路改修・橋梁建設により、輸送能力の増強及

び輸送効率の改善を図る 

技術協力プロ

ジェクト 

2007～

2010 

プノンペン都都市交通

改善プロジェクト 

交差点改良・交通規制・運転者教育の実施能力

の強化 

開発計画調査

型技術協力 

2011～

2014 

プノンペン都総合交通

計画プロジェクト 

プノンペン都の総合都市交通計画 2014M/P（目

標年次 2035 年）の作成、優先プロジェクトのプレ

FS の実施、公共事業運輸局の交通計画策定手

法の習得 

無償資金協力 
2016～ 

（実施中） 

プノンペン交通管制シ

ステム整備計画 

プノンペン都市部にある主要交差点 100 ヶ所を

対象とした広域交通信号管制システムの整備 

注） 開発調査案件は含まない。 

（出典：JICA 調査団） 
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1-4 他ドナーの援助動向 

プノンペン都に対する交通分野の主な援助実績を表 1-3 に示す。プノンペン都内と近郊道路

の改修は日本の他に、中国、ADB、世界銀行の支援によるものが多い。 

バス交通の整備については、中国からバス 100 台の供与が予定されているほかに具体的な計

画はない。中国バスの仕様は明らかにされておらず、また供与時期は現時点で未定となってい

る。プノンペン都は、中国から供与される 100 台のバスのうち約半数を既存のバスを更新する形

で活用し、日本のバスが供与されてからは、全ての中国バスを都市間運送に使用する計画であ

る。2016 年 7 月、調査団はプノンペン都との協議によりこの計画を確認した。 

 

表 1-3 他ドナーによる関連する主な援助実績 

機関 実施年 案件 概要 

中国 

 

2012～2014 6 号線道路改修 プノンペン～タナルケン間の約 36 km、4 

車線道路の改修。 

2012～2015 5 号線道路改修 プノンペン～プレククダム間の約 30 km、4

車線道路の改修。プレククダム橋も中国

による建設。 

世 界 銀 行 、

ADB 

2008 年～現在 道路資産管理プロジ

ェクト（RAMP）I、II 

MPWT の道路補修工事監理能力強化お

よびプノンペン都内幹線道路の修復。 

フランス開発庁

（AFD） 

2005～2007 プノンペン都都市計

画マスタープラン 

将来土地利用計画を含む都市開発マス

タープラン（MP2020: Phnom Penh Master 

Plan 2020）として 2009 年に完成した。

JICA の 2014M/P は MP2020 の土地利用

計画に基づき作成された。 

（出典：JICA 調査団） 
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第2章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

本プロジェクトの実施機関であるプノンペン都バス公社は、プノンペン都庁交通部隊を前身とし

て 2014 年 9 月に設立された。同公社は、JICA が策定を支援したマスタープラン 2014M/P の一

環として 2014 年 7 月に行われたバス実証運行を公共事業運輸局（DPWT）から引き継いで現在

に至っている。都知事が議長を務める事業委員会を筆頭に総裁 1 名と副総裁 2 名の管理体制

で運営されており、バスの運行は主に技術部が実施している（図 2-1 参照）。 

 

 
（出典：JICA 調査団） 

図 2-1 バス公社組織図 

 

バス公社の職員は約 210 名である。内訳は、運転士と車掌がそれぞれ 90 名、路線計画や運行

管理事務を担う職員が 20 名、運営協議会委員・警備員等が 10 名である（表 2-1 参照）。 

現在、バス公社はバス車両の整備業務をすべて外部の整備工場へ委託しており、直接維持管

理を担当する部署を有しておらず、整備に関する技術や機材も有していない。 

 

事業委員会

総裁

副総裁

総務部 経理部

副総裁

技術部 審査部

財務審査官

• 総務
• 人事
• IT
• ビル管理
• 保安
• 衛生

• 財務計画
• 運賃回収
• 会計
• 出納
• 倉庫
• マーケティング

• 路線及び時刻表
調整

• 車検及び管理

• バスターミナル及
び停留所

• ワークショップ・車
庫管理

• サービス係及び
運転手管理

• 紛争処理
• 審査
• 警察
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表 2-1  バス公社部門別職員数 

部門 職員数

運行管理・計画 20

運転士 90

車掌 90

運営協議会委員、警備員数等 10

合 計 210

（出典：バス公社） 

 

2-1-2 財政・予算 

2016 年 1 月時点においてバス公社は正式な公社として設立されておらず、都と財源を共にして

いる状況にあるため、ここではプノンペン都の直近 3 年間の財政状況を表 2-2 に示す。バス公

社の定款はできており、財務経済省により承認され次第、独立採算制に移行することになって

いる。 

表 2-2  プノンペン都過去 3 年間の収支概要 

（単位：千リエル） 

 

（注 1） 予算年度はグレゴリウス歴の 1 月に始まる。                      （出典：プノンペン都、2016 年 2 月） 

 

表 2-2 の通り、過去 3 年間のプノンペン都の財務収支は、2013 年度で 896.3 億リエル（22.4 百

万米ドル：1 ドル＝4,000 リエル換算）、2014 年度は 741.5 億リエル（18.5 百万米ドル）、2015 年

度では 1,193.7 億リエル（29.8 百万米ドル）と、大幅な黒字を計上しており、この財政状況は今後

も継続していくものと思われる。2015 年度にはプノンペン都からバス公社に対して赤字補填分と

して 80 億リエル（2 百万米ドル）の補助金が支払われている。 

予算 実績 予算 実績 予算 実績

I 収入 365,137,000 397,466,116 458,750,050 481,269,443 532,363,530 595,792,269

1 税収 333,900,000 371,256,399 426,500,000 450,393,143 499,069,000 561,057,778

2 税外収入 13,221,000 12,942,141 16,688,000 15,224,253 15,217,000 16,364,391

3 国庫支出金 18,016,000 13,267,576 15,562,050 15,652,047 18,077,530 18,370,100

II 支出 312,986,000 307,833,448 407,840,050 407,120,584 476,863,530 476,418,462

i. 経常支出 257,959,070 252,912,889 339,705,430 339,059,883 359,271,130 358,827,920

1 （資機材）購入費 21,500,000 21,314,945 20,600,000 20,452,939 20,088,000 19,894,571

2 行政サービス活動費 171,602,070 171,584,693 222,432,170 222,366,330 221,052,620 221,038,198

3 人件費 2,594,000 2,557,544 5,789,210 5,396,851 6,052,980 5,804,036

4 社会給付費 22,045,000 21,986,131 30,232,000 30,191,716 26,000,000 26,013,585

5 補助金 40,218,000 35,469,576 60,652,050 60,652,047 86,077,530 86,077,530

地区（Khan) 22,202,000 22,202,000 45,000,000 45,000,000 60,000,000 60,000,000

村（Sangkat) 18,016,000 13,267,576 15,652,050 15,652,047 18,077,530 18,077,530

バス公社 0 0 0 0 8,000,000 8,000,000

ii. 資本支出 55,026,930 54,920,559 68,134,620 68,060,701 117,592,400 117,590,542

III 収支（I- II） 89,632,668 74,148,859 119,373,807

2013 2014 2015
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2-1-3 技術水準 

機材整備の基本となる車両整備については、直接維持管理を担当する部署が公社内にないこ

とから、整備に関する技術および機材を有していない。整備については、すべて外部の韓国系

整備工場である JKI Autos へ月額 800 ドル／台で委託している。車両ごとに整備記録がつけら

れているものの、公社側との情報共有はほとんどされておらず、公社では整備に関する内容を

把握していない。なお、整備委託の金額には部品修理代、保守代等の費用全額が含まれてい

る。 

現在整備を委託している車両整備工場は 1 社だけである。契約期間については 1 年ごとの契

約となっており、保有車両の稼働率を 85%以上に維持することが契約条項となっている。 

エンジンのオーバーホールなどの重整備は韓国系整備工場において行われているものの、日

常の点検は、各路線の折り返し場や駐車場などで韓国系整備工場の点検チームが 15 分程度

で実施している。したがって、実施されている日常点検は簡易なものに留まっている。 

毎朝の始業点検は、運転士が実施しているとされているが、チェック項目などがあるわけではな

く、実質的にはエンジンのかかり具合などを確認する程度である。この際不具合があると、各路

線のリーダーが再度点検するものの、資格を有するというわけではなく長年の勘により対応して

おり、修理できない場合は委託先の整備工場へ修理を依頼している。 

 

2-1-4 既存施設・機材 

2-1-4-1 バス車両 

      2016 年 8 月時点で、プノンペン都バス公社は 57 台のバス車両を保有（うち、実際に稼働してい

るのは 43 台）している。車両はいずれも韓国・ヒュンダイ製の中古車両で、2003 年から 2005 年

にかけて製造されたもので、すでに 80 万 km から 90 万 km 程度の走行キロとなっている。また

韓国から輸入したとき、CNG を LPG システムに変更したが、車両の装備については変更してい

ない。 

2-1-4-2 車両整備機材・スペアパーツ 

      上述のとおり、車両整備については韓国系の整備工場に委託していることから、バス公社が保

有する車両整備機材・スペアパーツはない。 

2-1-4-3 その他の施設 

      現在、運行管理や労務管理の基本となる営業所は設定されておらず、乗務員は各路線の起終

点に出勤して、簡易的な点呼（出勤確認）が行われているだけである。 

      バスに必要な燃料についても、バス専用のスタンドなどが存在するわけではなく、運行中に、路

線上にある燃料スタンドで補給している。 
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2-1-5 バス運行及び路線 

2-1-5-1 対象地域の運行状況 

1-1-1-2 バス路線の概要でも記載の通り、バス路線はプノンペン都の中心部を南北に貫くモニボ

ン通りを運行する 1 号線、東側の環状線であるマオツートン通りを運行する 2 号線、プノンペン

空港方面から西側のトンレ・サップ川沿いにあるナイトマーケットに向かう 3 号線の 3 路線が運行

している。 

運行時刻はいずれの路線も朝 5:30 から夜 20:30 までとされているが、20:30 は運行終了時刻で

あるため、 終便の運行は概ね 19 時台で完了している（表 2-3）。 

また、頻繁にバス車両が故障することや、交通混雑により定刻から大幅に遅れても代替車両で

カバーしない等の理由により、運行率（計画運行本数に占める実運行本数の割合）は各路線と

も低い状況にある。運行率は、路線 2 で 80%前後確保されているものの、路線 3 では 60%にも

満たない現状である。（表 2-4） 

 

表 2-3 既存 3 路線の運行状況 

路線 
延長／平均

所要時間 
バス

停数 

バス車両数

／うち、実

送車両 

運行状況 
一日の利用者

数 
運賃 

（リエル）
始発

時刻

終発

時刻

運行間隔 
ピーク オフ 

1 号線 
20 km 
1 時間半 

66 20/15 5:30 20:30
10～

15min 
15min

 1920 人／日 1500 

2 号線 
20km 
1 時間半 

69 20/15 5:30 20:30 10～
15min 

15min 1917 人／日 1500 

3 号線 
14 km 
1 時間半～ 
2 時間 

49 17/13 5:30 20:30
10～

15min 
15min 3671 人／日 1500 

（出典：JICA 調査団） 
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表 2-4 バスの運行率（実運行本数／計画運行本数） 

日付 

1 号線 

KM9 発 運行率 
Boeung 

Chhouk 発 
運行率 

2016/2/21 41 67.2% 42 68.9% 

2016/2/23 44 72.1% 44 72.1% 

2016/2/24 34 55.7% 34 55.7% 

 

日付 

2 号線 

Night Market

発 
運行率 Ta Kmao 発 運行率 

2016/2/21 49 80.3% 49 80.3% 

2016/2/23 51 83.6% 51 83.6% 

2016/2/24 48 78.7% 47 77.0% 

 

日付 

3 号線 

Night Market

発 
運行率 

Chaom Chao

発 
運行率 

2016/2/21 35 57.4% 35 57.4% 

2016/2/23 34 55.7% 35 57.4% 

2016/2/24 34 55.7% 34 55.7% 

（出典：JICA 調査団） 

 

運行速度は、ピーク時間帯とその他の時間帯で大きな差があり、道路の混雑状況により、運行

の安定性が失われる傾向にある（表 2-5 参照）。 

 

表 2-5 路線別車両運行速度 

路線名 運行方向 平均速度 

(km/h) 

高平均速度

(km/h) 

低平均速度 

(km/h) 

路線 1  

KM 9 -Boeung 
Chhouk 

16.07 34.29 10.91 

Boeung 
Chhouk-KM9 

16.07 26.27 11.76 

路線 2  

Night Market - 
Takmao Market 

14.87 32.43 7.55 

Takmao Market 
- Night Market 

14.51 31.58 6.90 

路線 3  

Chaom Chao - 
Night Market 

20.76 36.36 12.90 

Night Market - 
Chaom Chao 

22.31 36.36 12.63 

（出典：JICA 調査団） 
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2-1-5-2 バス停 

バス停は各路線とも上下線の両側に設置されており、バス停名とバス路線が示されている。ポ

ールタイプのバス停と、上屋とベンチが設置されたバス停とがあり、利用者が多い拠点バス停は

後者となっている。 

 

＜ポールタイプのバス停＞ 

 

＜上屋とベンチが設置されたバス停＞ 

 

ポールタイプのバス停は、視認性の悪さからバス停があることが認識されずに、バス停前に路上

駐車が発生してバスが正着できないことや、道路条件によってはバス待ち客の待機場所がない

といった問題が生じている。 

一方、上屋タイプのバス停は、路上にバス駐車／バス待機場所と表記されており、一般車両の

駐車抑止に一定の効果があることが確認されている。 

ポールタイプ、上屋タイプともにバス停の表記はクメール語が中心であり、外国人にとっては利

用しにくい状況にある。また、運行時刻（運行間隔）、運賃、バス運行位置（バスロケ）等の運行

情報がバス停で表示されていないため、利用者はバスがいつ来るのか分からない状況で待た

されている。 

 

2-1-5-3 運賃収受 

運賃は一律 1500 リエルの定額制であり、乗継割引、1 日乗車券、回数券、定期券等などの運

賃割引は行われていない。ただし、身長 100 cm 以下の子供、学生、障害者、70 歳以上の高

齢者、僧侶などは無料となっている。 

バス運賃の支払いは料金箱がバス前方に設置されており、運賃箱に直接運賃を入れるか、乗

車後に車掌へ支払うことになっている。支払い済みの乗客には車掌から乗車証明のチケットが

配られる。 

車掌はお釣りを持っておらず、その都度運賃箱からお釣りを取り出すケースも見受けられるほ

か、料金箱に直接支払った際の支払い金額の確認が不十分であるなど、運賃収受の正確性の

問題が指摘されている。 
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2-1-5-4 運行管理体制 

バスの運行体制は、バス運転手と車掌がペアとなってバス車両に乗車している。 

また、各路線の起終点には運行管理者がそれぞれ一人配置されており、バスの到着／出発時

刻などの運行データを記録している。運行管理者の勤務は 5:30〜13:00 と 13:00〜20:30 の 2

交代制である。 

時差出勤制度は導入されておらず、出退勤は運行管理者による一斉点呼の後、運行開始（あ

るいは完了）時刻までの無駄な待機時間が生じている。運行管理者は路線の混雑状況に応じ

た配車を行っているが、道路混雑により運行が滞った場合は運行間隔が空き、需要のピークと

配車が合っていない状況が散見される。また、車両故障の際の予備車によるバックアップが行

われていない。 

 

＜運行管理者詰所の外観＞ 

 

＜詰所の内部＞ 

 

 

2-1-6 バス公社の運営と財務 

2015 年度におけるバス公社の運営面における収支実績を表 2-6 に示す。 

表 2-6 バス公社 2015 年度の収支実績 

（単位：米ドル） 

I. 収入 503,494 

II. 支出 1,731,598 

 1. 人件費 442,158 

 2. 燃費 676,172 

 3. 車両維持管理費 571,773 

 4. その他設備投資費及び運営費 41,495 

III. 収支（I-II） ▲1,228,104 

（注 1） 1 米ドル= 4,000 リエル 

（出典：バス公社） 

CC
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上記の表の通り、バス運営にかかる運賃収入はわずかに 503.5 千米ドルで人件費を賄う程度に

とどまっており、年間収支の赤字額は約 1.2 百万米ドルとなっている。この収支赤字の主な要因

としては、一般乗客の運賃が 1 回の乗車につき 1,500 リエル（約 0.4 ドル）と低く設定されている

こと、乗客の４割強を占める学生や僧侶･老人に対して乗車料金を徴収していないことなどが挙

げられる。 

また、現時点ではプノンペン都が直接広告代理店と契約を結んでおり、バス公社の収支実績に

は広告収入等の運賃外収入は含まれていない（表 2-6 の収入に運賃外収入は含まれていな

い）。バス公社は 2016 年度予算案ではこうした運賃外収入もバス公社の収入として計上してお

り、総収入に占める運賃外収入の割合は、運賃収入を上回る約 58%と予想している。この予測

値は現状のバス台数及びバス停の数をベースに試算されたものであり、バス台数や利用者数

の増加にあわせて運賃外収入を向上させる余地はまだ十分にあるものと思われる。 

 

2-2 プロジェクトサイト及び周辺の状況 

2-2-1 関連インフラの整備状況 

本プロジェクトと関連性の高いプノンペン都内における交通分野のインフラ整備事業を以下に

記載する。 

2-2-1-1 プノンペン交通管制システム整備計画 

本プロジェクトと同様に、JICA プノンペン都市交通マスタープラン（2014 M/P）にて提案された

JICA 無償資金協力事業である。首都プノンペンにおいて 100 箇所への交差点信号機の設置

（既存の整備交差点 69 箇所中 64 箇所の信号機取り換えを含む）や交通管制センター等の導

入を進め、都内の交通渋滞の改善と交通安全の向上を図り，プノンペンの経済活動の活性化

に寄与することを目的としている。2015 年 3 月 30 日、17.27 億円の贈与契約が締結された。実

施期間は 2015 年 4 月～2017 年 3 月の 24 ヵ月を予定している。 

2-2-1-2 プノンペン新都市交通システム 

2014 M/P で軌道系の中量公共交通システムとして新都市交通システム AGT（Automated 

Guideway Transit: 自動案内軌条式旅客輸送システム）が提案された。この交通システムは

2025 年度までに市街化が進む西部地域と中心地を結ぶ計画である。AGT は新交通システム

に分類される公共交通システムの一つであり、日本では多くの導入事例がある。 

2-2-1-3 トラム整備計画 

フランス政府により、トラム導入に際しての検討を行うため FASEP Phnom Penh という 3 フェーズ

に分かれた都市交通調査が実施されている。2012 年までにフェーズ 2 としてルート選定までは

実施されており、モニボン通りを南北につなぐ路線が提案されているが、一方で F/S 調査である

フェーズ 3 実施の前提条件であった実施運営体制が決まっておらず、現在は中断している。 
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2-2-1-4 通勤線リハビリ計画 

2014 M/P にて、中期計画として既存鉄道の通勤線化が提案されている。プノンペン中央駅から

プノンペン経済特区付近までの約 22 km の軌道部分のリハビリと踏み切りの自動化をカンボジ

ア政府が自己資金にて実施すべく、現在設計業務を実施中である。 

一方で、運営体制や車両の調達等根本的な課題が解決されておらず、実際に通勤線が運行さ

れる見通しは立っていない。 

2-2-1-5 国道一号線の都心区間改修計画 

日本政府が無償資金協力事業として、これまでプノンペン～ネアックルン区間の国道一号線の

道路改修・橋梁の改修/建設を実施しているが、本事業は都心区間として、プノンペン都モニボ

ン橋から約 0.45km の道路改修を実施する。 現在 2017 年 2 月の完工を目指してリハビリ工事

を実施中である。当事業の完工によりモニボン橋以東の道路状況が改善され、バス運営がより

円滑になされることが期待される。 

2-2-2 自然条件 

プノンペン市街地は、東西に約 5 キロメートル、南北に約 8 キロメートルの大きさであり、南北に

流れるトンレ・サップ川西岸に広がっている。熱帯モンスーン気候に属し、年間を通して高温多

湿である。5 月下旬〜10 月下旬が雨季、11 月上旬〜5 月中旬が乾季にあたる（図 2-2 参照）。 

プノンペン都の土地は起伏が少なく、専ら平地である。雨期になると床上・床下浸水、道路の水

没などの洪水被害が頻発していたが、日本の無償資金協力事業「第三次プノンペン市洪水防

御・排水改善計画」（2011 年 3 月～2016 年 5 月）によって大幅な改善が期待されている。 

 

 
（出典：2016 World-Climates.com） 

図 2-2  プノンペン都の平均気温と雨量 
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2-2-3 環境社会配慮 

本プロジェクトは「国際協力機構環境社会配慮ガイドライン（2010 年 4 月公布）に照らし合わせ

て環境への望ましくない影響は 小限であることから、カテゴリーC に分類される。 

 

2-3 その他（グローバルイシュー等） 

特になし。 
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第3章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 

3-1-1 上位目標とプロジェクト目標 

カンボジア国における上位国家計画は「四辺形戦略」であり、現在第三次計画（2013～2018）

が実施中である。この戦略では経済成長及び貧困削減のための交通インフラ整備が重点分野

として掲げられている。カンボジア国政府は第三次四辺形戦略を促進するために、JICA に対し

日本が 2001 年に策定を支援したプノンペン都都市交通マスタープランの見直しを要請し、

2014 年、JICA は 2035 年を目標年次とするプノンペン都総合都市交通計画（以下「2014M/P」）

を策定した。 

この 2014M/P では、公共交通の分担率を 2020 年までに 10％、2035 年までに 30%を達成する

目標を掲げ、公共路線バス網として 10 路線を提案している。2016 年現在、韓国製の中古バス

車両 57 台を使って 3 路線の運行を行っているが、路線や運行間隔などのサービスレベルが限

られており、利用者も一日 7,000 人～8,000 人程度で、交通混雑の緩和に寄与するまでに至っ

ていない。 

本プロジェクトは、路線の拡充やバス車両の追加更新により公共路線バスの輸送力を強化し、

プノンペン都の交通状況を改善することを目標としている。この目標のもと、2014M/P において

提案された路線バス計画を実現させるために必要なバス機材、交換部品、そして維持管理用

整備機材を提供する。 

 

3-1-2 プロジェクトの概要 

本プロジェクトは、上記プノンペン都の目標である公共路線バスの輸送力増強を達成するため

に、バス公社が保有する老朽化した中古バス車両 57 台を売却し、現在の 3 路線に 2 路線を追

加した 5 路線を運行するために必要なバス車両 80 台及び維持管理用整備機材一式を調達す

るものである。 

バス公社側での新たな運転士や乗務員の雇用訓練に時間を要することから、バス車両の引き

渡しは 2 回に分けることとし、第 1 回として 30 台を納品し、現有車両 57 台のうち特に老朽化が

進んでいる車両を置き換え、現状の 3 路線を運行させる。第 2 回に納品・引き渡しする 50 台で

全ての中古車両を置き換えるとともに、5 路線に増強する計画とした。 

バス公社は、プノンペン都内の 2 箇所（プノンペン港跡地にと廃棄物処分場跡地（Mean Chey）

にバス車庫及び整備工場を建設、2 箇所で合計 20 名の整備士を第 1 回納品までに雇用・育成

する計画であり、第１回バス車両に併せて維持管理用整備機材を両工場に納品する計画であ

る。表 3-1 に調達機材の計画を示す。 



カンボジア国プノンペン都公共バス交通改善計画 
準備調査報告書 

3-2 

表 3-1 協力対象事業 

種類 内容 調達数量 

バス機材及び交換部

品の調達 

第 1 回納品：バス車両（40 人乗り） 30 台 

第 2 回納品：バス車両（40 人乗り） 50 台 

合計 80 台 

維持管理用整備機

材の調達 

バス車両の維持管理向上のための整備機材 

（整備工場 2 箇所に配置） 
1 式（2 セット） 

（出典：JICA 調査団） 

 

3-2 協力対象事業の概略設計 

3-2-1 設計方針 

（1） 基本方針 

本無償資金協力は、深刻化するプノンペン都の交通混雑の緩和を目的として、2011 年～2014

年にかけて実施された「プノンペン都総合交通計画プロジェクト」（JICA）において提案された路

線バス交通改善計画を実現するために必要なバス機材及び交換部品、車両維持管理用整備

機材を調達するものである。 

プノンペン都では、上述のとおり 57 台の中古車両を使って 3 路線の運行を行っているが、車両

の老朽化により運行サービスが低下する一方、オートバイなどの私的交通機関の増加に伴い

交通混雑がさらに深刻化していることから、路線網の拡充が喫緊の課題になっている。しかし、

設立されて 1 年あまりの都バス公社においては運営・運行管理能力のほか、新たな路線を運行

するための運転士や車掌の雇用の問題もあり、一度に路線を増やすことが難しい状況にあると

判断されることから、別途実施される技術協力プロジェクト「プノンペン公共バス運営改善プロジ

ェクト」において人材の育成と能力の向上を図りながら、本無償資金協力事業を実施することを

基本方針とする。 

 

（2） 自然条件に対する方針 

対象地域の自然条件は表 3-2 のとおりである。雨期が長く湿度も高く、路面の排水状態も良く

ないため、シャシや屋根・外板材料の防水・防錆・防蝕に留意する必要がある。 

表 3-2 自然条件 

自然条件 内容 

気温 23℃～33℃ 

標高 約 250 m 

降雨 1,300～1,800 mm／年程度 

雨期 5 月～10 月 

（出典：JICA 調査団） 
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（3） 社会経済条件に対する方針 

「カ」国は 1970～80 年代の長期にわたる内戦と政治的混乱から、近年は政治経済情勢が安定

し、順調な経済発展を続けてきているが、国民一人当たり GDP は、ミャンマーと並んで ASEAN

域内で 低水準にあり、アジアの 貧国とも言われている。その中で、多くの人々のモビリティ

を確保するために公共交通の果たすべき役割は大きく、路線バス運賃は貧困層を含めてほと

んどの都民が利用できるよう配慮した金額に設定されている。そのため、運賃収入が少なく運

行費用のほとんどが都からの予算によって賄われているのが現状である。このような現状を鑑み、

バス公社における維持管理費の負担が大きくならないように配慮する。 

 

（4） 運営・維持管理に対する方針 

現在、車両の点検・修理業務は民間企業に 800 米ドル／月・車両で委託しており、バス公社で

点検・修理を行う体制は整っていない。保有車両台数の増加に伴い委託費が膨張し、公社の

運営に負担となることが懸念されており、維持管理業務を公社内で実施することが求められて

いる。 

車両の日常点検及び定期点検、軽微な修理については、バス公社内で実施することが可能と

考えられるため、こうした点検・修理はバス営業所において行う方針とする。一方、高度な技術

を必要とするエンジンの分解を伴う重整備や重篤な修理、板金塗装などは従来通り外部の専

門業者に委託する方針とする。 

車両の初期操作・運用指導については、調達車両に精通しているメーカー技術者を 2 週間程

度派遣し、エンジンのメンテナンスなどについて技術指導を行うほか、平行して実施される技術

協力プロジェクトにおいても、整備士の育成を行う。なお、プノンペン都には日本の自動車整備

技術を指導する訓練学校（JVC）があり、毎年 100 人程度の卒業生を輩出し、卒業生は日本に

おける 2 級自動車整備士の整備技術を持ち合わせている。 

 

（5） 車両整備機材の調達に対する方針 

現有の中古車両は韓国製の CNG（圧縮天然ガス）エンジンを LPG（液化天然ガス）に改良した

ものであり、これらの車両の維持管理については、引き続き外部に委託されることとする。本事

業では、日本から導入が予定されているディーゼルエンジンの車両に対する整備機材を中心

に調達を行う。 

 

（6） 機材のグレード設定に対する方針 

本案件で調達される機材はプノンペン都の交通事情及び道路事情に見合った仕様とする。ま

た、仕様は入札時の競争性が十分確保されるものとする。現在保有しているバス車両の燃料は、

カンボジア国内で CNG が調達できないため LPG 仕様に改造されているが、本プロジェクトにて
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新たに導入するバス車両については、入手が容易なディーゼル燃料を使用する。なお、カンボ

ジアで入手できるディーゼル燃料は精油精製技術のレベルが低く不純物が含まれていることか

ら、排ガス規制としては EURO-2 相当に対応することが必要となる。 

 

（7） 予備部品の調達に対する方針 

長期的には、運営するバス公社が独力で交換部品を調達すべきであるが、新規機材の維持管

理体制の確立には時間がかかることから、バス車両が適切に維持されるために必要な予備部

品を調達する。調達にあたっては、予備部品の必要期間として 2 年間程度を想定し、車両本体

価格の 10％を総額の目処とする。 

 

（8） 調達方法・工期に係る事項 

プノンペン都及びバス公社では、日本メーカー製バスの性能と品質が、プノンペンで使用され

ている他国製より優れているという意見を持ち、本プロジェクトにおいても日本メーカーのバス調

達を強く要望していることから、日本車両メーカー製のバスを主体に調達を行う。 

日本では日野、三菱ふそう、いすゞといった主要 3 社の車両メーカーがバスの製造に関わって

いる。これらの車両メーカーが製造したシャシ及びエンジンに車体架装メーカーが車体や内装

の組み立てを行っているが、現在は全て国内向けの車両であり、海外向けの左ハンドルの完成

車は製造していない。 

カンボジア国内では、日本の車両メーカーが車体架装を依頼できる技術力及び生産能力を持

ったメーカーは存在しない。一方、隣国のベトナムやタイ、近隣国のフィリピンにおいて対応可

能なメーカーを確認済みである。そのため本プロジェクトでは、日本メーカーが製造したシャシ

（及びエンジン）をこれらの第三国に輸送し、そこで車体架装や室内装備品の組み立てを行い

カンボジアに搬入することを想定した計画とする。整備機材を調達する場合も、バス車両と同様

の理由によりプノンペン都が要望している日本メーカー製を主体に調達を行う。 

 

3-2-2 基本計画（機材計画） 

3-2-2-1 全体計画 

（1） 基本方針 

バス車両の導入台数の設定においては、図 3-1 のフローに示す通り、まず現在の路線から

2014M/P で提案されている 10 路線の計画（図 3-2 参照）を検討し、その 10 路線をベースに本

プロジェクトで想定される 2018 年時点の運行可能路線を選定し、導入バス台数を設定した。 

2018 年における運行可能路線数は、運転士や車掌の雇用や育成に係る時間から判断して、5

路線程度が妥当であると判断した（図 3-4 参照）。したがって、本プロジェクトでは、5 路線の整
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備に必要なバス及び維持管理用整備機材を対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：JICA 調査団） 

図 3-1 バス導入台数の設定フロー 

 

（2） 運行・路線計画 

2016 年現在、バス公社では、3 路線、バス車両 57 台、運転士 90 人・2 交代制で運行すること

になっているが、道路の混雑や運転士の不足、さらに車両の故障などの影響により、実際の運

行本数は計画の 60％程度にとどまっている。 

現在の 3 路線の問題点や課題、2014 M/P で提案されている 10 路線、さらにプノンペン都で検

討されている他の路線などを考慮したうえで、以下の方針で 10 路線の計画を検討した。 

 公共交通の利用を促進するために、都市全体が路線バスによりカバーできるように路線を

配置する。 

 できるだけ路線延長を短くすることで、交通渋滞による遅れの影響を 小限にとどめる。 

 運行本数は、都市部 15 分間隔、郊外部 30 分間隔、空港路線 60 分間隔を基本とする。 

 

検討結果は、表 3-3、図 3-4 の通りであり、総延長 143.3km、必要車両台数は 140 台となる。 

現状の 3 路線 

10 路線の計画検討 

2014M/P 
・現在の都市開発動向 

・道路状況 

・運行条件 

2018 年路線の検討 

（5 路線） 

導入するバス車両数の設定 

都バス公社の運行能力

（運転士・車掌の確保、運

行管理・車両管理能力） 
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表 3-3 将来のバス路線網（2020 年 10 路線‐提案） 

路線

番号 
路線名 区間 路線延

長(㎞)
運行車

両数 
運行時間 運行間

隔(分) 起点 終点 始発 終発 
① Monivong Line Phnom 

Penh Port 
ING 
Holding 

8.3 10 

5:30 20:30 

15 

KM9 Phnom 
Penh Port 

7.9 5 30 

ING 
Holding 

Oknha 
Sophan 

4.8 3 30 

② Mao Tse Toung 
Line 

Night 
Market 

ING 
Holding 

11.7 14 15 

Prek Leap 
Bus 
Terminal 

Phnom 
Penh Port 11.0 3 30 

ING 
Holding 

Takmao 
Markt 

8.5 5 30 

③ Airport Line  Phnom 
Penh Port 

Chom Chav 
Rab. 

14.1 14 15 

④ Sisowath Line Phnom 
Penh port 

ING 
Holding 

8.1 10 15 

⑤ Veng Sreng Line Phnom 
Penh Port 

Chom Chav 
Rab. 

14.8 8 30 

⑥ Monireth Line Phnom 
Penh Port 

ING 
Holding 

11.7 12 15 

⑦ Norodom Line Phnom 
Penh Port 

ING 
Holding 

8.7 10 15 

⑧ Sihanouk Loop Phnom 
Penh Sta. 

Phnom 
Penh Sta. 

9.2 20 7:30 17:30 15 

⑨ Poung Peay 
(AEON) Line 

Phnom 
Penh Sta. 

AEON 
Mall 

7.2 8 
5:30 20:30 

30 

⑩ Airport 
Limousine 

Air Port ING 
Holding 

17.3 5 60 

合計 143.3 127    

予備車両 13    

車両合計 140    

（出典：JICA 調査団） 

（3） 2020 年までの行動計画案 

2014 年 MP で提案されている 10 路線への拡張に向けた行動計画を図 3-3 に示す。本プロジ

ェクトでは 2018 年、5 路線が対象となるが、2020 年までに 10 路線に拡張するためには、本プロ

ジェクトで導入される 140 台のバス車両を活用して、効率的かつ効果的なバスの運行が行われ

ることが重要となる。 
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図
 3-3

 
 2020

年
ま

で
の

行
動

計
画

案
 

 

運行路線数 7 路線 10路線
必要運行車両台数 (115台） 140台
日本の車両（無償） (110台） 140台
現在利用されている韓国製中古車

Phase 1-1 （30 Buses） （30台）
Phase 1-2 （50 Buses） （50台）
整備機材・パーツ
Phase 2-1 （35 Buses） （30台）
Phase 2-2 （40 Buses） （30台）
パーツ( 新規導⼊のバス⽤）
車庫用地の確保（整地含む）と計画策定

車庫の建設（整備工場を含む）

ターミナル計画、バス停計画の策定

ターミナルの建設

バス停の改良と整備

ターミナル計画、バス停計画の策定

ターミナルの建設

バス停の改良と整備

既存の運転⼿のための訓練（0) - 90
新たに雇⽤された運転⼿の訓練(1) +108
新たに雇⽤された運転⼿の訓練（2)  +82
新たに雇⽤された運転⼿の訓練（3)   +63 +63
新たに雇⽤された運転⼿の訓練（4) -  　70 +70
既存の⾞掌のための訓練-90
新たに雇⽤された⾞掌の訓練- 323 +63 +70
整備⼠の雇⽤と訓練 +20 +3
運⾏計画、運⾏管理監督職員の雇⽤と訓練

Tasks
1 2 3 4 5 6 7 14 15 16 17 18 198 9 10 11 12 13

Remarks

38 39 40 41 42 4332 33 34 35 36 37
2020

1 2 3 4 5 6

44 45 46 47 4826 27 28 29 30 3120 21 22 23 24 25

7 8 9 10 11 12
2017 2018 2019

7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6

Goal for 2020 Phase 1 Phase 2 Phase 3 Phase 4
無償資⾦協⼒事業の受⼊れ準備 ⽇本からの⾞両等資機材を活⽤した基礎能⼒の向上 運⾏管理の⾼度化 ⾃⽴に向けた準備

関連施設整備(プノンペ

ン都予算）

フェーズ　1

フェーズ　2

関連施設整備(プノンペ

ン都予算）

26台 全ての韓国製の中古⾞を処分し、⽇本製⾞両置き換える

無償資金協力による車
両及び整備機材の調

達

フェーズ　1

フェーズ　2

路線バス路線の整備と必要車両台

数

47台

90
108

63

90
323

20

3 路線 5 路線
必要バス台数（56 台） 必要バス台数（80 台）

30台 80 Buses

1ヶ月約30名の新規採用の

運転手を訓練

車掌は 1ヶ月約80名の新規採
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また、運行計画に沿って必要な運転士や車掌等に必要とされる人材を算定すると表 3-4 のよう

になり、10 路線を運行するためには、現在の運転士のほかに 323 人の新たな運転士の雇用と

訓練が必要となる。 

表 3-4  路線数別必要運転士・車掌数 

（出典：JICA 調査団） 

 

（4） バス導入台数の設定 

プノンペン都側の要望は、要請書段階において 10 路線、180 台の車両を希望していたが、協

議・検討の結果、一度に多くの運転士や車掌を雇用・訓練することが難しいとの判断から、本プ

ロジェクトでは、5 路線程度とすることで合意した。その結果、表 3-5 及び図 3-4 に示す 5 路線

とし、バス導入台数は 80 台とした。 

表 3-5 本事業で運行予定の 5 路線と導入台数 

路線

番号 
路線名 区間 路線延

長(㎞)
運行車

両数 
運行時間 運行間隔

(分) 起点 終点 始発 終発 
① Monivong Line Phnom 

Penh Port 
ING 
Holding 

8.3 10 

5:30 20:30 

15 

KM9 Phnom 
Penh Port 

7.9 5 30 

ING 
Holding 

Oknha 
Sophan 

4.8 3 30 

② Mao Tse Toung 
Line 

Night 
Market 

ING 
Holding 

11.7 14 15 

Prek Leep Phnom 
Penh 
Port 

11.0 3 30 

ING 
Holding 

Takmao 
Markt 

8.5 5 30 

③ Airport Line  Phnom 
Penh Port 

Chom Chav 
Rab. 

14.1 14 15 

④ Sisowath Line Phnom 
Penh port 

ING 
Holding 

8.1 10 15 

⑥ Monireth Line Phnom 
Penh Port 

ING 
Holding 

11.7 12 15 

合計 86.1 76    

予備車両 4    

車両合計 80    

（出典：JICA 調査団） 

フェーズ 
新規運行

路線数 
路線 
番号 

運転士 
（人） 

車掌 
（人） 

整備士 
（人） 

運行管理・計画

担当者（人） 

現在 3 ①、②、③ 90 90 - 20 

必要とされる新規

雇用・育成人数 

- ①、②、③ 108 108 20 - 

2 (5) ④、⑥ 82 82 - 13 

2 (7) ⑦、⑧ 63 63 4 14 

3 (10) ⑤、⑨、⑩ 70 70 - - 

合計 10 10 413 413 24 47 
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（5） 運営・財務計画 

バスが供与される 2018 年時点での損益は表 3-6 の通り試算されている。 

表 3-6 2018 年度のバス公社の路線別損益予想 

路

線

番

号 

路線名 区間 

車

両

数 

運行

距離
(km)

年間走行

距離

（台・km）

年間利用

者数（人）

収入 
(100
万リ

エル）

収入 
(USD） 

km あ

たり運

行費 
(USD) 

Operation 
Cost 

(USD) 

損益 
(USD) 

1 

Monivong 

Line 

City Center 10 8.3 400,040 507,000 468 117,035 1.51 604,060 -487,026

KM9/Port 5 7.9 191,260 335,000 309 77,148 1.51 288,803 -211,654

Ohnha Souy/ING 3 4.8 116,070 251,000 231 57,848 1.51 175,266 -117,418

2 

Mao Tse 

Toung Line 

City Center 14 11.7 563,560 1,153,000 1,063 265,818 1.51 850,976 -585,157

Prek Leap /Port 3 11 204,400 196,000 181 45,239 1.51 308,644 -263,405

Takmao /ING 5 8.5 131,400 194,000 179 44,791 1.51 198,414 -153,623

3 Airport Line  
  14 14.1 668,680 984,000 908 226,934 1.51 1,009,707 -782,773

4 Sisowath Line 
  10 8.1 391,280 237,000 219 54,731 1.51 590,833 -536,102

6 Monireth Line 
  12 11.7 556,260 857,000 791 197,719 1.51 839,953 -642,233

計  
     3,222,950 4,714,000 4,349 1,087,262 1.51 4,866,655 -3,779,392

 
注） ※ 年間利用者数は 2016 年 2 月に実施した既存路線の乗降客数のデータから、対象路線が運行するエリアの人

口比を用いて予測した。 
※ 収入は、上記調査結果で把握された有料利用者割合から、平均支払い運賃を算出した。 

（出典：JICA 調査団） 

 

バス車両が供与される 2018 年時点におけるバス公社の収支計画の推計結果は、表 3-7 の通

りである。 

表 3-7 バス公社の収支計画案（2018 年） 

項目 供与後のバス公社の収支（米ドル） 

A 

  

 

  

収入 2,718,156 

1 運賃収入 1,087,262 

2 運賃外収入 1,630,894 

B 

  

  

 

 

 

  

  

  

支出 4,857,721 

1 人件費 2,262,528 

2 燃費 917,751 

3 メンテナンス 463,200 

4 減価償却費 950,000 

5 設備購入費 78,160 

6 その他 186,082 

C 収支 -2,139,566 

E 利益率 -7871% 

（出典：JICA 調査団） 
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この結果、運賃収入に広告費などの運賃外収入を加えた総収入は、2.7 百万米ドル程度にとど

まり、年間支出を大幅に下回る結果となった。新規調達したバス車両の減価償却費等の影響も

あり、赤字額（プノンペン都からの補助金）は合計で 2.1 百万米ドルに達すると予測される。 

一方で、喫緊の課題は、政策的に低く抑えられている運賃の見直しである。現在の料金体系は、

一般料金で 1,500 リエルと低いだけでなく、約 4 割を占める学生や老人･僧侶等は無料となって

いる。プノンペン都知事は、料金設定の見直しを明言している。今後は、より持続的な経営体制

を目指し、運賃を引き上げることが必要である。 

一般料金を現状の倍額の 3,000 リエル、学生等これまで無料だった客層から 500 リエルの料金

を徴収、需要に下振れが無いと仮定した場合の収支予測を表 3-8 に示す。 

年間の赤字額は百万米ドルを切り、82.5 万米ドルまで削減可能となる。なお、運賃外収入は一

定のままにしているが、経営努力により 1.5 倍程度（運賃外収入 163 万ドルから 246 万ドル）の

収入増を達成できた場合は、この赤字分は全額削減される。 

 

表 3-8 バス公社の収支計画（FY2018）:運賃倍増した場合 

項目 供与後のバス公社の収支（米ドル） 

A 

  

 

  

収入 4,032,312 

1 運賃収入 2,401,418 

2 運賃外収入 1,630,894 

B 

  

  

 

 

 

  

  

  

支出 4,857,721 

1 人件費 2,262,528 

2 燃費 917,751 

3 メンテナンス 463,200 

4 減価償却費 950,000 

5 設備購入費 78,160 

6 その他 186,082 

C 収支 -825,410 

E 利益率 -2047% 

（出典：JICA 調査団） 

 

  



カンボジア国プノンペン都公共バス交通改善計画 
準備調査報告書 

3-13 

3-2-2-2 機材計画 

主要な調達機材は表 3-9 に示すとおりである。  

表 3-9 調達機材の仕様及び数量 

機材名 調達国 原産国 主な仕様または構成 台数

バス車両 下部車体（シ

ャシ・エンジ

ン）：日本 

上 部 車 体 ：

第三国 (ベト

ナム、タイ、

フィリピン) 

シャシ組立：

台湾 

日 本 製 シ ャ

シ ・ エ ン ジ ン

によるノックダ

ウン生産 

シャシ仕様：ラダー式 

エンジン仕様：ディーゼル、リアエンジン 

バス仕様：左ハンドル 

全幅 2,200～2,500mm 

全長 10,500～11,500mm 

全高 2,500～3,500mm 

座席数：乗客 40 席、運転士 1 席 

標準付属品：交換部品 

80 台

車内装備品 日 本 、 第 三

国 

日本、第三国 LED行先表示機：クメール語優先、英語

 補記もしくは交互表示 

停留所等案内 LCD 画面 

車内外ドライブレコーダー 

バス位置情報 GPS 

標準付属品：交換部品 

各 

80 セ

ット 

タイヤチェンジャー 日本 日本、イタリア 対応ホイール：14～23 インチ 2 台

自動洗車機 日本 日本 全長 12,000mm、全幅 2,500mm、全高

3,800mm 対応 

2 台

温水高圧洗浄機 日本 日本 放水容量：900ℓ/時、ディーゼル 2 台

フォークリフト 日本 日本 大積載荷重：3 トン、ディーゼル 2 台

（出典：JICA 調査団） 

 

（1） バス機材の仕様 

本プロジェクトで調達されるバスについては、「カ」国政府より 45 人乗りバスが要求されており、

現状運行されているバスの座席数は 25～37 席となっていることを鑑み、座席数については 40

席を確保することで、現状のバスより座席数を確保しつつ、立席を含め 50 人以上が乗車できる

仕様とした。なお、「カ」国における車両登録については、寸法以外の規制は特に存在しない。 

運行路線の道路のほとんどは舗装整備されているものの、一部区間では雨季における道路冠

水がみられることから、日本国内では主流であるバリアフリータイプの低床型ではなく、2～3 ス

テップの高床型を導入する。 

現在プノンペン都で運行されている路線バスは、2014 年に運行開始されたばかりで、運行のノ

ウハウについては全く情報のない中で現在に至っている。そのため、十分な運行サービスを利

用者に提供することができず、利用者から寄せられる苦情の原因になっている。具体的には、

運行間隔が一定でなく、次のバスがいつ来るのか管理者も利用者も把握できていないことが問

題として挙げられる。この改善策としては、バスに GPS を装着し、営業所等のパソコン上で運行
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状況を確認することでバスの遅延等が把握できる体制を構築し、次の発車時刻に間に合わな

い場合は、車庫にある予備車両を使い運行間隔を保つことが考えられる。 

また、行先の表示はクメール語のみであり、外国人にはどのバスに乗ればいいのか全くわから

ない状況である。そのため、路線ごとに系統番号を付すること、さらにはクメール語と英語で行き

先を表示することで、初めてバスを利用する外国人でも分かりやすいよう配慮する。こうした、バ

ス路線が充実している先進国では当たり前となっているサービスを導入することで、バス利用者

数を増やし、ひいては公社の収入増につなげる。 

さらに、現在は路線系統ごとに車両が割り当てられているが、それを改めて系統を固定せずに

車両を配車することで、複数路線で運行できる 適な運行ダイヤが組めるようになり、車両利用

が効率化し汎用性を高めることができる。また、路線ごとに予備車を保有する必要もなくなる。 

本プロジェクトにおいては、合計 80 台のバスを供与することになっているが、バス車両の供与に

あわせ、乗務員（運転士・車掌それぞれ約 200 名）を新たに雇用する必要があり、運営側の組

織体制や乗務員の育成を万全に整える必要がある。そのために、段階的な車両供与（第 1 バッ

チに30 台、第2 バッチに50 台）により、計80 台で5路線を運行する計画である（図 3-3  2020

年までの行動計画案参照）。 

表 3-10 に本プロジェクトで供与が予定されるバス機材の仕様を示す。 

 

表 3-10 バス機材の仕様 

バス車輌項目 仕様内容 

1．全般    

 1-1 寸法   

 1) 全幅  2,200-2,500mm 

 2) 全長  10,500-11,500mm 

 3) 全高  2,500-3,500mm 

 1-2 ボディ形状  2-3 ステップ（高床式） 

 1-3 運転席位置  左ハンドル 

 1-4 座席数  乗客 40 席、運転士 1 席 

2．エンジン   

 2-1 タイプ  水冷ディーゼル 

 2-2 排ガス規制  カンボジア国の燃料精製度とメンテナンス技術に適合したものとする 

3．シャシ   

 3-1 型式  はしご式フレーム 

 3-2 エンジン位置  リアエンジン 

 3-3 変速機  前進 5-6 速、後退 1 速 

 3-4 ステアリング  パワーステアリング 

 3-5 ブレーキ  全輪エアブレーキ（排気ブレーキ付） 

4．タイヤ   

 4-1 タイヤ  ラジアルタイヤ 

5．ドア   

 5-1 位置  前方、中央部各 1 ヵ所 

 5-2 タイプ  電動とエアー併用 

 1) 前方  折戸式 

 2) 中央部  引戸式または折戸式 
中央部扉部ステップでの人間感知時閉扉防止機能付 
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バス車輌項目 仕様内容 

 5-3 安全装置  アクセルインターロッキング 

6．非常口   

 6-1 位置  車輌後方左側に 1 ヵ所 

7．窓   

 7-1 前方  4 枚組以下 

 7-2 横  上部：引き違い式、下部：固定式 

 7-3 後方  1 枚もしくは 2 枚組 

 7-4 タイプ  スモーク（推奨：サンベールグリーン 50） 
前方・前扉・運転席横：熱吸グリーン、安全強化ガラス 

 7-5 機器類  前方窓：ワイパー、ウィンドウォッシャー 

8．床   

 8-1 材質  ノンスリップ式 

9．座席   

 9-1 仕様  前向き 2 人席（左右）、右側 前部 1 人席、 後部 5 人席 
ハイバックタイプ、塩ビ製 

 9-2 色  汚れが目立たない仕様（メーカー側推奨） 

10．エアコン   

 10-1 仕様  熱帯地域対応 

11．デザイン   

 11-1 デザイン  プノンペン都指定による 

 11-2 色  3 色以下 

12．車内取付品   

 12-1 機器類  メーター、警告灯、ブザー、ホーン等 

 12-2 電装品   

 1) 前照灯等  ヘッドライト：ディスチャージ、LED もしくはハロゲン式 
フォグランプ：黄色 
路肩灯：白色もしくは黄色 
後退灯：白色 

 2) 室内灯  客席、ステップ部、運転席上部：白色 LED 

 3) パイロットランプ  戸開き知らせ灯（前扉・中央部扉） 
中央部扉部ステップでの人間感知時知らせ灯 
降車ブザー知らせ灯（リセットスイッチ付） 

 12-3 放送装置   

 1) スピーカー  車内・車外スピーカー 

 2) マイク  運転席 1 ヵ所、前扉・中央扉部車掌用 1 ヵ所ずつ 

 12-4 カメラモニター  後方カメラモニター（運転席付近設置） 

 12-5 警報装置等  中央部扉操作時喚起ブザー、後退ブザー（ギア連動推奨） 
非常扉扱い時警告装置、右左折時注意喚起ブザー 

 12-6 降車ブザー  窓枠・手すりに設置 

 12-7 つり革  三角型プラスチック製 

 12-8 手すり  座席 2 列おきに左右両側、天井部 1 列 
防護クッション付オレンジ色 

13．車外取付品   

 13-1 ミラー  リアビュー（サイド）、アンダー、サイドアンダー 

 13-2 カメラ  後方確認カメラ 

 13-3 旗立て  フロント部上側左右各 1 本 

 13-4 反射器  側部・後部 

 13-5 広告枠  側面・後面にフレーム 

14．室内取付品   

 14-1 運賃箱  運転席横設置、固定式、金属製で防犯性能に優れたもの 
下部より錠等使用により紙幣が取り出せること（硬貨はなし） 

 14-2 掲出用具  路線系統図枠、広告枠、検査証入れ、他 

 14-3 ミラー  室内鏡、ドア部安全確認用 

 14-4 保安用具  消火器、信号炎筒、輪留め、点検ハンマー 

(出典：JICA 調査団) 
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表 3-11 その他のバス機材（車輌装備品）の仕様 

車内装備品名 仕様内容 用途 

1．LED 行先表示機 

 仕様 LED2 色以上、4 連動 （前・後・

左右） 
 利用者に対して、行先を表示する 

 多くの利用者がわかりやすいよう、系統ごとに系統

番号を付与する 

 導入により複数の路線での使用が可能となり、車

輌ごとの走行距離のばらつきをなくす 

 さらには路線ごとに予備車輌を保有することがな

く、結果として予備車輌軽減につながり、運用もし

やすい 

 表示言語 クメール語優先、英語補記もしく

は交互表示 

 前面表示  

  寸法 1,640(W)x320(H)mm 

  表示内容 行先、経由地、系統番号 

  表示色 行先、経由地：緑色、系統番号：

赤色 

 右側面表示  

  寸法 1,600(W)x160(H)mm 

  表示内容 行先、経由地、系統番号 

  表示色 行先、経由地：緑色、系統番号：

赤色 

 左側面表示  

  寸法 320(W)x320(H)mm 

  表示内容 系統番号 

  表示色 赤色 

 後面表示  

  寸法 640(W)x320(H)mm 

  表示内容 行先、経由地、系統番号 

  表示色 行先、経由地：緑色、系統番号：

赤色 

2．停留所等案内 LCD 画面 

 モニター 22-27 インチ  車内客に対して、次停留所や行先、系統番号を

掲出することにより、どこを走行しているかわから

ないなどの不安感を払しょくする 

 「次止まります」や「走行中の移動禁止」「禁煙」

「飲食禁止」などの注意喚起をはかることで車内マ

ナー向上を目指し、乗りやすいバスを定着させる 

 取付位置 車内前方 

 表示言語 クメール語優先、英語補記もしく

は交互表示 

 表示内容 次停留所案内、経由地・行先、

系統番号、運賃、運行案内・注

意喚起 

3．車内外ドライブレコーダー 

 カメラ 5 ヵ所  利用者に安心感を与えるだけでなく、道路の走行

環境、乗務員の運転方法を確認し、安全運転や

利用者への接遇向上などの教育にも活用していく

 設置位置 車輌前方、側方（左右）、車内（2
ヵ所） 

4．バス位置情報 GPS 

 仕様 車載器及びソフト  各車輌に GPS 車載器を装着し、営業所等のパソ

コン上において位置情報を把握する 

 常に監視し、渋滞時や非常時において車輌運用

が間に合わないときは、適切に車輌を配置するこ

とで、安定した運行を利用者に提供する 

 さらには利用者からの問い合わせ等に対し、乗車

予定のバスがどのあたりを走行しているかなどの

情報提供を適切に行う 

（出典：JICA 調査団） 
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（2） 車両維持管理用機材 

現状、バス車両の整備業務は、すべて外部の整備工場に委託しており、バスを運営しているバ

ス公社は、整備に関する機材を所有していない。一方、プノンペン都には日本の自動車整備技

術を指導する訓練学校（JVC）があり、毎年 100 人程度の卒業生を輩出しており、卒業生は日本

における 2 級自動車整備士の整備技術を持ち合わせている。このことから、設置するバス営業

所においては、日常点検から車検程度の車両整備のみを行うこととし、高度な技術を必要とす

る分解整備や板金塗装はバス公社では実施せず外部委託する計画とした。 

表 3-12 にそれぞれの整備工場に配置されるバス車両の維持管理用整備機材のリストを示す。 

 

表 3-12 維持管理用整備機材リスト（1 整備工場分） 

整備機材名 数量 用途 

1．メンテナンス及び修理器具 

1 ピットリフト 
吊り重量 10 トン以上 

1 ボディ下、足回りの整備・点検時に使用 

2 ガレージジャッキ 
吊り重量 10 トン以上 

4 手動でジャッキアップし、タイヤ交換時等に使用 

3 ガレージランプ 
バルブ・アンペア容量 10A 

6 車体下部等の暗部の点検に使用 

4 ホイールドーリー 
タイヤ外径 509-1,160mm 

2 車軸のベアリング（ハブ・ベアリング）の交換、給脂時にタ

イヤとブレーキ・ドラムを一緒に取り外す時の専用具 

5 ドラムポンプ 
手動、回転タイプ 

2 ドラム缶からオイル等を抜き取るために使用する手回し

ポンプ 

6 オイルドレン 55ℓ 1 廃油処理：床上での廃油受け 

7 オイルドレン 70ℓ 2 廃油処理：ピット内での廃油受け 

8 オイルバケットポンプ 手動 2 給油作業に使用 

9 グリースガン 容量 400cc 6 給脂作業に使用 

10 大型車輌用メカニカルツール 
100 種程度 

3 一般手工具のセット 

11 サービス・クリーパー 
800(L)×400(W)mm 以上 

4 寝板（車輌の下回りの点検時に整備士が寝て作業する

キャスター付きの板） 

12 リジッドラック 
積載荷重：10 トン以上 

8 ジャッキアップした車輌の保持 

13 移動式昇降台 
900(H)mm 程度、天板 400(L) x 600(W)mm 程

度 

4 ボディ上部（窓、ランプ類）の修理作業用足場 

2．ホイール、タイヤ及びブレーキ修理 

1 ブレーキ・ライニング・リベッター 
エアー圧 1.0MPa （5 ton 時） 

1 ブレーキライニングとブレーキシューの固着作業時に使

用 

2 タイヤ圧ゲージ 
計測範囲 1.1MPa 以上 

4 タイヤ空気圧の測定に使用 

3 タイヤチェンジャー 
対応ホイール（リム径）：14-23 インチ以上 
対応タイヤ直径：1,400mm 以上 
対応タイヤ幅：500mm 以上 

1 タイヤ交換時、ホイール脱着の際に使用 

4 タイヤビードリムーバー 
長さ：1,500mm 以上 

2 手作業によるタイヤ交換時に使用 

5 トラック・バス用タイヤレバー 
長さ：500mm 以上 
 

2 手作業によるタイヤ交換時に使用 
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整備機材名 数量 用途 

3．エンジン・トランスミッション整備（作業台） 

1 固定式作業台 
1,800(L)×800(W)×740(H)mm 程度 

1 小部品の分解・組立作業 

2 移動式作業台（キャスター付き） 
1,200(L)×800(W)×740(H)mm 程度 

1 小部品の分解・組立作業 
移動式で作業箇所に応じ移動可能 

4．車輌洗車機 

1 自動洗車機 
対 応 可 能 車 輌 サ イ ズ ： 幅 2,500mm 、 長 さ

12,000mm、高さ 3,800mm 

1 バス・ボディの側面を水により洗車する機器 

2 温水高圧洗浄機  
900ℓ/h、ディーゼル 

1 熱湯が使用できる高圧洗浄機。汚れの激しいボディ下

廻りやエンジンユニット等の洗浄に使用 

3 水タンク（温水高圧洗浄機用） 
2 ㎥ 

1 温水高圧洗浄機に使用する給水タンク 

4 可動式洗車用作業台 
高さ 1,400mm、天板 2,000(L)×600(W)mm 程

度 

2 温水高圧洗浄機を高所で使用する際に用いる昇降階

段の付いた作業用の足場 

5．工具／電動・空圧工具 

1 エアーインパクトレンチ 
ドライブ角 1/2 インチ 

1 エアー駆動の小型インパクトレンチ 

2 エアーインパクトレンチ 
ドライブ角 3/4 インチ 

1 エアー駆動の中型インパクトレンチ 

3 エアーインパクトレンチ 
ドライブ角 1 インチ 

1 エアー駆動の大型インパクトレンチ。タイヤ取り外し時に

使用 

4 インパクトレンチ用ソケット 
差込角 1/2 インチ（口径 8, 10, 13, 17, 19, 21, 
22, 24, 27, 30, 32mm） 

2 小型インパクトレンチ用のソケットのセット 

5 インパクトレンチ用ソケット 
差込角 3/4 インチ（口径 19, 22, 24, 27, 30, 32, 
36, 41mm） 

2 中型インパクトレンチ用のソケットのセット 

6 インパクトレンチ用ソケット 
差込角 1 インチ (口径 32, 36, 41, 46, 50mm）

2 大型インパクトレンチ用のソケットのセット 

7 インパクトレンチ用コンビネーションソケット  
差込角 1 インチ（口径 35×17, 38×20, 41×19, 
41×21mm） 

1 大型インパクトレンチ用のコンビネーションソケットのセッ

ト 

8 インパクトレンチ用ユニバーサル継手 
ドライブ角 1/2 インチ 

1 小型インパクトレンチ用の可撓継手 

9 インパクトレンチ用ユニバーサル継手 
ドライブ角 3/4 インチ 

1 中型インパクトレンチ用の可撓継手 

10 インパクトレンチ用ユニバーサル継手 
ドライブ角 1 インチ 

1 大型インパクトレンチ用の可撓継手 

11 インパクトレンチ用アダプター 
ドライブ角 1/2 インチ(F) ⇒3/4 インチ(M) 

1 小型と中型インパクトレンチを繋ぐアダプター 

12 インパクトレンチ用アダプター 
ドライブ角 3/4 インチ(F) ⇒1/2 インチ(M) 

1 中型と小型インパクトレンチを繋ぐアダプター 

13 インパクトレンチ用アダプター 
ドライブ角 1 インチ(F) ⇒3/4 インチ(M) 

1 大型と中型インパクトレンチを繋ぐアダプター 

14 インパクトレンチ用エクステンションバー 
ドライブ角 1/2 インチ、長さ 75mm 

1 小型インパクトレンチ用の延長用接続具 

15 インパクトレンチ用エクステンションバー 
ドライブ角 1/2 インチ、長さ 125mm 

1 小型インパクトレンチ用の延長用接続具 

16 インパクトレンチ用エクステンションバー 
ドライブ角 1/2 インチ、長さ 250mm 

1 小型インパクトレンチ用の延長用接続具 

17 インパクトレンチ用エクステンションバー 
ドライブ角 3/4 インチ、長さ 175mm 

1 中型インパクトレンチ用の延長用接続具 

18 インパクトレンチ用エクステンションバー 
ドライブ角 3/4 インチ、長さ 250mm 

1 中型インパクトレンチ用の延長用接続具 
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整備機材名 数量 用途 

19 インパクトレンチ用エクステンションバー 
ドライブ角 1 インチ、長さ 175mm 

1 大型インパクトレンチ用の延長用接続具 

20 インパクトレンチ用エクステンションバー 
ドライブ角 1 インチ、長さ 250mm 

1 大型インパクトレンチ用の延長用接続具 

21 インパクトレンチ用エクステンションバー 
ドライブ角 1 インチ、長さ 330mm 

1 大型インパクトレンチ用の延長用接続具 

22 電気ドリル 
対応ドリル 大径：13mm 

1 穴あけ作業（補修作業） 

23 ドリルセット 
1.0-13.0mm（0.5mm 間隔） 

2 上記用ドリルビット 

24 グラインダー 
砥石径：125mm 

1 金属部品の切断、切削、研磨などに使用 

25 グラインダー（小型）  
砥石径：32mm 

1 鉄などのバリ取り及び仕上げ作業に使用 

26 ディスクグラインダー 
砥石径：外径 100mm×内径 16mm 

1 金属部品の切断、切削、研磨などに使用 

27 延長コードリール 
延長 30m、タップ 2 個 

2 電動工具の延長用コードリール 

6．工具／手工具 

1 ソケットレンチセット 
差込角 1/4 インチ（口径 5-12mm、付属品） 

1 一般手工具のソケット（電装関係等で使用）のセット 
 

2 ソケットレンチセット 
差込角 3/8 インチ（口径 6-21mm、付属品） 

1 一般手工具のソケット（電装関係で使用）のセット 

3 ソケットレンチセット 
差込角 1/2 インチ（口径 10-32mm、付属品） 

1 一般手工具のソケット（使用頻度高い）のセット 

4 ソケットレンチセット 
差込角 1 インチ（口径 32-80mm、付属品） 

1 一般手工具のソケット（使用頻度高い）のセット 

5 圧着端子セット 
プラグ、ソケット、スリーブ、接続管、ピラー他 

2 電装品・配線の圧着端子の交換 

6 スクリュープレートセット 
M3,4,5,6,8,10,12,13,14,16,18,20、付属品 

1 ネジ立て作業に使用 

7 ブースター・ケーブル 
容量 200A 

2 放電したバッテリーと充電したバッテリーの接続 

8 レバーブロック 
容量 3/4 トン以上、揚高 1,500mm 

1 溶接作業時の部品の固定、曲がった部品の引張作業 

9 給油脂用工具セット 
オイルジョッキ：2ℓ 及び 4ℓ 

2 日常の給油脂作業 

10 エアーガン 
ベント式、ノズル長 100mm 程度 

10 部品の汚れ、作業時に発生する粉じん等の除去 

7．工具／計測工具 

1 トルクレンチ 
ド ラ イ ブ 角 3/8 イ ン チ 、 ト ル ク 調 整 範 囲

10-50N.m 

1 エンジン、トランスミッションなど精密機器のボルト、ナット

を所定のトルクで締め付ける工具 

2 トルクレンチ 
ド ラ イ ブ 角 1/2 イ ン チ 、 ト ル ク 調 整 範 囲

40-200N.m 

1 エンジン、トランスミッションなど精密機器のボルト、ナット

を所定のトルクで締め付ける工具 

3 トルクレンチ  
ド ラ イ ブ 角 3/4 イ ン チ 、 ト ル ク 調 整 範 囲

100-750N.m 

1 エンジン、トランスミッションなど精密機器のボルト、ナット

を所定のトルクで締め付ける工具 

4 ノギス 
計測長範囲：0-300mm 

2 長さ計測 

5 厚さゲージ 
計測厚範囲：0.03-1.00mm 

2 すきま計測 

6 デジタルマルチテスター 
AC/DC 電圧、AC/DC 電流 

2 デジタル電気テスターで各種の電装整備に使用 

7 スチール棚（外開き型） 4 工具の格納用棚 
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整備機材名 数量 用途 

800(L)×400(W)×1,700(H)mm 程度 
棚数 4 段 

8．バッテリー修理工具 

1 バッテリー/クーラントテスター 
 光学式 

4 バッテリー比重、クーラント混合比の計測 

2 バッテリーテスター 
対応バッテリー18-160AH 

2 負荷をかけてバッテリーを測定 

3 急速バッテリー充電器 
 出力電圧 12-24V/100A 

2 大型のバッテリー充電器で、 大 100A までは直接結線

すればエンジンが始動可能となる 

4 バッテリーフィラー 
容量 4ℓ 

2 バッテリー液の充填 

5 バッテリー液用スポイト 
容量：100g 

2 バッテリー液の抜き取り 

6 ブースター・ケーブル 
200A、長さ 3m 

4 放電したバッテリーと充電したバッテリーの接続 

7 手押し車 
4 輪、積載容量 300kg  

1 バッテリーの運搬 

9．エアコンプレッサー 

1 エアコンプレッサー 
モーター出力 5.5kW 以上、 大圧 0.95MPa 
レシーバータンク容量 180ℓ 以上 

1 工場内で使用している圧縮空気製造用 

2 エアレシーバー 
容量 400ℓ 

1 圧縮空気のタンク 

3 エアトランスフォーマー 
圧力 1.0MPa 

3 圧縮空気の圧力調整 

4 ホース・リール 
直径 8mm×長さ 10m、耐圧 1.0MPa 

6 圧縮空気の供給 
 

10．バス車体整備／板金・溶接・塗装工具 

1 エアスプレー 
吸引式、容量 1,000cc 程度 

2 塗装作業 

2 エアホース 
長さ：10m、耐圧 1.0MPa 

10 塗装作業への圧縮空気供給 

11．バス車体整備／フォークリフト 

1 フォークリフト 
積載荷重：3,000kg 以上 
揚高：3,000mm 以上  
旋回半径：2,500mm 以内 
使用燃料：ディーゼル 
エンジン出力：35kW 以上 

1 整備工場にクレーン等吊り下げ器具がないことから、タイ

ヤなどの重量物を高いところに運び上げるために使用。

燃料はバスと同じディーゼルを使用。 

12．バス車体整備／部品保管 

1 プラスチック製パレット 
1,100(L)×1,100(W)×125(H)mm 程度 
積載容量 1,000kg 以上 

10 フォークリフト用のパレット 

2 パーツ用棚（オープンタイプ） 
1,200(L)×600(W)×1,800(H)mm 程度 
棚数 5 段（天板を含む） 

5 交換部品を保管するオープンタイプの棚 

3 パーツ用棚（小物用） 
900(L)×450(W)×1,800(H)mm 程度 
小物用引出型棚 10 段程度 

2 小物の交換部品収納する引出型のタンス 

4 パーツ運搬具 
プラスチック製 
600(L)×400(W)×200(H)mm 程度 

20 交換部品を一時的に運ぶ、保管する整理用のケース 

（出典：JICA 調査団） 
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（3） 交換部品 

長期的には、運営するバス公社が独力で交換部品を調達できるようになることが理想であるが、

新規機材の維持管理体制の確立には時間がかかることから、バス車両が適切に維持されるた

めに必要な予備部品を一定期間、本プロジェクトにおいて調達する。 

調達する予備部品の内訳は、必要期間として 2 年間を想定したものを前提とする。ただし、車両

メーカーごとに予備部品の仕様や考え方が異なることから、部品を予め特定することは難しいた

め、車両本体価格の 10%を総額の目処として業者契約の際に必要な機材の品目、数量を確定

する。 

特に交換部品の単価に関してはコンサルタントがその知見を持って適正な単価設定となるよう

に責任を持つ。 

 

3-2-3 基本設計図  

本プロジェクトのバス車両概略基本設計図は図 3-5 に示す通りである。 

 

 

（出典：JICA 調査団） 

図 3-5 バス車両基本設計図（イメージ） 
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3-2-4 調達計画 

3-2-4-1 調達方針 

本プロジェクトは、日本の無償資金協力の枠組みに従って実施されるため、日本政府により事

業実施の承認がなされ、両国政府による交換公文（E/N）及び無償資金拠出協定（G/A） が締

結された後に実施される。 

無償資金協力の規定に従い、実施設計及び調達監理は本邦コンサルタントによって行われ、

入札により決まる調達業者は日本法人企業のみが資格を有する。 

事業実施主体の関係図を図 3-5 に示す。 

 
（出典：JICA 調査団） 

図 3-6 事業実施主体と機材調達の関係図 

 

3-2-4-2 調達上の留意事項 

相手国政府は、信頼性と品質から日本製のバスを強く要望しているが、現在、日本で左ハンド

ル仕様となる特注車両が製造される予定はない。このため、日本製車両に近い品質を担保でき

る製品として、日本の自動車メーカー製のシャシ（エンジン、アクスル）を用い、「カ」国周辺の第

三国の車体架装メーカーによって組み立てた製品が候補となる。 

しかしながら、第三国の車体架装メーカーでの組み立て品でも「カ」国が要望する日本製品とし

カンボジア国政府

経済財務省

コンサルタントの推薦

契約書の認証

交換公文　（E/N)

無償資金拠出協定　（G/A)

入札公示・入札補助

調達機材製作図の検査

実施機関
都バス公社

調達監理

国際協力機構

日本国政府

メーカー保証機関満了前検査

日本機材調達

第三国機材調達

海上輸送・陸上輸送

調達業者入札

機材調達契約

コンサルタント（日本企業）

調達会社（日本企業）

実施設計

仕様レビュー・入札図書作成

納品から操作指導まで立会

検収・引渡し検査

納入、調整、据付

操作・運用指導

メーカー保証

監督機関
プノンペン都

　コンサルタント契約

機材調達監理

機材発注書の発行確認

工場製品検査・出荷前検査
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て、高い QRD（Quality（品質）・Reliability（信頼性）・Durability（耐久性））を担保することが重

要となることから、第三国の車体架装メーカーに全てを任せるのではなく日本の調達業者が日

本人専門技術者を雇用し、製作図照査、技術・技能支援を実施する調達計画とした。調達業

者は、バス車体架装経験を有する専門技術者を第三国の車体架装メーカーに派遣し、表 

3-13 に示す技術支援を実施する。 

 

表 3-13 第三国車体架装メーカーに対する日本人技術者による技術支援 

時期 技術支援内容 

機材仕様・製作図照査検討時 シャシ及び車体製造図の整合性照査・確認、協議  

トライアル車体製作検討時 トライアル用シャシ及び車体組み合わせ時の製作・技術指導 

車体架装実施時 車体架装時の技術・技能支援 

（出典：JICA 調査団） 

 

3-2-4-3 調達・据付区分 

日本国及び第三国での機材調達、これら機材の現地までの海上・陸上輸送にかかる経費は全

て日本側の負担となる。ただし、「カ」国への通関に関わる手続き及び免税措置は「カ」国側の

負担による。両国政府の負担事項の区分を表 3-14 に示す。 

なお、バス維持管理用整備機材の据付工事は、日本の整備機材メーカー技術者の指導・監督

により「カ」国側で実施する。 
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表 3-14 両国政府の機材調達／据付工事等負担区分 

実 施 項 目  
機材調達  据付工事等  

日本側
「カ」

国側  
日本側  

「カ」

国側  

機

材

調

達

・

輸

送  

日本国内機材調達  ◯     

機材梱包・海上輸送  ◯    

第三国通関手続き・陸上輸送  ◯    

第三国機材調達・車体架装  ◯    

陸上・海上輸送  ◯    

カンボジア国通関手続き・免税措置   ◯   

内陸輸送（バス車庫納品場所まで）  ◯    

運

営

・

維

持

管

理  

バス車庫 2 箇所の建設   ◯   

整備工場 2 箇所の建設   ◯   

バスターミナル及びバス停の建設   ◯   

人材雇用・育成（運転士、車掌、整備士）  ◯   

取扱説明書（英文、一部クメール語訳）  ◯    

機材納品、調整・試運転  ◯    

維持管理用整備機材の調達  ◯    

維持管理用整備機材の据付工事     ◯ 

機材の初期操作指導・運用指導  ◯    

バス車両の運営管理・維持管理   ◯   

（出典：JICA 調査団） 

 

3-2-4-4 調達監理計画 

（1） 実施設計 

日本法人コンサルタントと「カ」国政府との間での実施設計及び調達監理に関わるコンサルタン

ト契約調印後、実施設計を開始する。コンサルタントは、事業実施の背景、協力計画の策定に

関わる準備調査の経緯・協議事項を理解した上で業務を遂行する。 

主要な業務内容は以下のとおりである。 

 着手協議、現地確認、計画内容の 終確認 

 機材仕様書（バス車両・交換部品・整備機材の仕様、数量）のレビュー 

 機材調達方法の確認、概略事業費の見直し・調達内容の 終化 

 入札図書（契約書）の作成 

 入札図書の説明、承認の取得 

 入札業務の補助（入札公示、入札図書配布、入札支援、入札評価） 

 業者契約締結の補助（契約交渉立会、契約調印立会、契約認証手続き） 
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（2） 調達監理 

業者契約締結後、コンサルタントは調達業者から提出される「機材製作図の検査・承認」を行い、

承認後に機材製作が開始される。その後、下記のとおり検査を実施する。  

 機材製作図の検査・承認 

 機材発注書の発行確認 

 工場製品検査、出荷前（陸送前）検査（日本、第三国） 

 第三者機関委託による船積み前機材照合検査実施（日本、第三国） 

 施主との納品前事前確認（現地） 

 機材の納品から調整・試運転、操作・運転指導等立会（現地） 

 検収・引渡し検査（現地） 

 

3-2-4-5 品質管理計画 

調達される機材が契約によって定められた機材仕様及び品質を満足していることを確認するた

めの管理項目は以下のとおりである。 

 調達業者提出のシャシ及び車体の機材製作図及び仕様書の照査 

 日本自動車メーカー製限定としたシャシ（エンジン）の原産地国の確認 

 調達業者発行の機材発注書の内容確認 

 各メーカーの検査要領書の照査、検査記録、塗装等各種仕様の確認 

 工場製品検査において製作状況、溶接、錆止処理、シーリング等各種作業状況の確

認・検査 

 工場出荷前検査による作業の仕上がり、止水対策状況の確認 

 機材の納入、調整・試運転への立会い 

 検収及び機材引渡し時の検査 

 

3-2-4-6 機材調達計画 

（1） バス車両の調達先 

「カ」国は一般的傾向として日本製車両への信頼感が高いこともあり、プノンペン都、バス公社

側も既存の中古車両を処分し、品質の高い日本製バス車両に限定することを強く要望している。

このため、日本の自動車メーカー製のはしご式フレームのシャシを「カ」国周辺国の車体架装メ

ーカーで製造する第三国組立て方式を提案する。 

候補となる車体架装メーカーのある第三国は、「カ」国と同じ左ハンドル仕様であり、プノンペン

都に近いホー・チミンのある隣国・ベトナム国、「カ」国の 大の輸入相手国である西側の隣国タ

イ国（右ハンドル）、日本自動車メーカーが子会社化した架装メーカー等により左ハンドル仕様

の路線バス車両を製造しているフィリピン国が推奨される。なお、上記以外の第三国についても、

日本の自動車メーカーの提案を拒否するものではない。 
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各調達機材の概要を表 3-15 にまとめる。 

 

表 3-15 本案件で調達する機材一覧 

機材 数量 機材内容 

バス車輌 80 台 

 40 人乗り路線バス 

 シャシ部品（エンジンを含む）は原産国日本による日本自動車メ
ーカー製とする。 

 ベトナム、タイもしくはフィリピンでの車体組立てか日本製造の
完成車輌とする。 

 台湾におけるシャシの組立ては可能とする。 

 エアコンは、原産国日本もしくは日本企業出資の第三国工場製
品。 

 シャシ及び車体の交換部品の必要期間は 2 年間、本体価格の
10%に相当する部品を調達する。 

 車内装備品として、LED 行先表示機、停留所等案内 LCD 画
面、車内外ドライブレコーダー、バス位置情報 GPS を設置する
（交換部品は価格の 10%とする）。 

 第 1 バッチ 30 台は 11 ヶ月、第 2 バッチ 50 台は 13 ヶ月で引渡
す。 

維 持 管 理 用

整備機材 
2 セット 

 日本での調達品とする。 

 整備工場 2 箇所に 1 セットずつ調達 

 整備機材（12 品目、86 種） 

・ メンテナンス及び修理器具 

・ ホイール、タイヤ及びブレーキ修理 

・ エンジン・トランスミッション整備（作業台） 

・ 車輌洗車機 

・ 工具／電動・空圧工具 

・ 工具／手工具 

・ 工具／計測工具 

・ バッテリー修理工具 

・ エアコンプレッサー 

・ バス車体整備／板金・溶接・塗装工具 

・ バス車体整備／フォークリフト 

・ バス車体整備／部品保管 

 全量をバス車輌の第 1 バッチと同じ時期に引き渡す。 

（出典：JICA 調査団） 

 

車体架装の候補となる近隣諸国のうち、バスの基本仕様が「カ」国と同じであり、調達時の輸送

距離が も短いなど経済性において有利なベトナム国でのバス車両組立て方式を第一候補と

して検討する。 
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機材調達の輸送ルートは、日本で製造されるシャシは自走により日本港から自動車専用船で、

ホー・チミン近郊のサイゴン・プレミア・コンテナ・ターミナル港（SPCT 港）にて陸揚げ後、トレーラ

積載により、ホー・チミンの架装メーカーに搬送する。 

車体架装を実施した後、完成したバス車両はトレーラ積載により運搬し、ベトナムからの輸出手

続き後、「カ」国側の免税手続きを経てプノンペンに至る。バス車両のトレーラによる搬送はバス

の自走による運搬に比べ、車両登録の必要がなく、運搬中の損傷の危険性も低いため、信頼

性の高い輸送方法である。 

輸送期間は、日本の港～SPCT港間がハブ港であるシンガポール経由で月1～2便、期間は25

～30 日かかり、陸揚げ後のトレーラ積載によるホー・チミンまでの搬入が完了するまでに合計で

1 ヵ月以上を要する。 

ホー・チミンからプノンペンまでは 170km の距離で、完成バス車両は出荷前検査を終えたもの

から 5 台程のトレーラ群により、順次プノンペンまで輸送する。よって、通関の手続きを含めたホ

ー・チミンでの車体架装後の輸送期間はそれぞれ第 1 バッチ 30 台に都合 3 週間、第 2 バッチ

50 台納品に 1 ヵ月を見込んでいる。 

整備機材は日本の港からコンテナ船の定期航路便により輸送、シンガポール港等のハブ港で

積替え後に、カンボジアのシアヌークビル港で陸揚げ、プノンペン都に陸送する計画である。 

 

3-2-4-7 初期操作指導・運用指導等計画 

バス公社乗務員（運転士、車掌）及び整備士に対する調達機材（バス車両及び車両維持管理

用整備機材）の基本的な運転・操作方法の指導、調達機材に係る技術的側面から、技術要員

に対する初期操作指導及び運用指導を実施する。 

 

（1） バス車両の初期操作指導・運用指導 

自動車メーカー及び車体架装メーカーから派遣される初期操作指導技術者及び運用指導技

術者の 2 名が運転士に対して運転技術の習得及び日常の点検・維持管理を中心としたトレー

ニングを行う。 

整備士に対してはバス車両機材仕様・交換部品の説明、日常点検・保守業務、整備技術の指

導及びトレーニングを実施する。 

1) 初期操作指導（案） 

・運行開始前日常点検手法 

・運転技術研修 

・バス車両の点検・整備 

・基本的な操作方法、（日常的保守管理手法の説明） 
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・定期点検・整備研修 

 

2) 運用指導（案） 

・エンジンの取扱い・オーバーホール研修 

・整備に関わる実施手法 

・交換部品の台帳整理、調達計画 

・車載装置、車内装備品 

 

（2） 整備機材の初期操作指導 

整備機材・工具類の開梱・整理は、整備機材メーカーの整備機材総合技術者の指導の下で行

い、バス車両自動洗車機の据付工事は特殊機材専門技術者の指導によりバス公社の整備士

が行う。 

その後、両技術者が整備士に対して各種整備機材操作のトレーニングを実施する。 

＜初期操作指導（案）＞ 

・機材及び工具の構造と機能 

・機材の初期操作手順 

・特殊機材（自動洗車機、エアーコンプレッサー等）の操作訓練 

 

3-2-4-8 ソフトコンポーネント計画 

バス公社に対する技術協力プロジェクトの実施が検討されており、本プロジェクトではソフトコン

ポーネントは行わない。 

 

3-2-4-9 実施工程 

無償資金協力ガイドラインに基づく事業実施工程を表 3-16 に示す。実施設計・入札関連業務

の実施期間は、4 ヵ月となる。 

機材調達の全体工期は 13 ヵ月であるが、相手国政府の受け入れ体制を踏まえ 2 回に分けたバ

ス車両の納品となる。第 1 バッチとしてバス車両 30 台及びバス車両維持管理用整備機材一式

の調達実施工期が 11 ヵ月、第 2 バッチとして残りのバス 50 台が全体工期と同じく 13 ヵ月となる。 
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表
 3-16

 
事

業
実

施
工

程
表

 

 

（
出

典
：JIC

A
調

査
団

） 

  
 

暦年 2016年 2017年 2018年

会計年度 平成28年度 平成29年度

項目 暦月

計画内容最終確認

機材仕様等のレビュー

入札図書作成

入札図書承認

入札公示

図渡し、内容説明

入札

入札評価

業者契約

バス車輌80台（第三国組立て方式）

機材製作図作成・確認

サプライヤー調整、工場生産準備

部品製作

工場製作

製品検査、出荷前検査、船積前検査

海上輸送

トライアル車体作成

車体架装

工場製品検査、出荷前検査

陸上輸送、通関手続き、内陸輸送

調整・試運転、操作指導、検収・引渡し 【第１バッチ：バス30台、整備機材引渡し 11ヵ月 】

【第２バッチ：バス50台引渡し 13ヵ月 】

バス維持管理用整備機材

整備機材・工具製造

製品検査、出荷前検査、船積前検査、船積等

海上輸送

通関手続き、内陸輸送

調整・試運転、操作指導、検収・引渡し

410

実
施
設
計

機
材
調
達

11 1 2 3125 6 7 8 9 1011 12 1 2 3

日本国内業務

第三国業務、海上輸送

現地業務
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3-3 相手国側分担事業の概要 

カンボジア国政府が分担すべき措置・事業は表 3-17 の通りである。 

 

表 3-17  「カ」国負担事項 

フェーズ 負担事項 

入札前まで ・ 口座開設（銀行取極め(B/A)） 

・ バス車庫（バス駐車場、バス整備工場等）の用地確保 

・ 整備工場等関連施設の整備、バス公社の人員確保、銀行手数料に係る

予算の確保 

調達中 ・ 銀行取極め(B/A)、授権書(A/P)関連手続き・手数料 

・ 速やかな輸入機材の荷卸し・通関・国内輸送の支援 

・ プロジェクトに係る邦人への便宜供与 

・ カンボジア国内で供与機材のサービスにかかる一切の関税、国内税、そ

の他賦課 

・ 無償資金協力で支援対象とならない必要経費 

・ 車庫予定地の整地後、土地所有権のバス公社への移転 

第 1 回納品（バス車両

30 台、バス維持管理

用整備機材一式）前ま

で 

・ バス車庫（バス駐車場）、整備工場 2 箇所、訓練施設 1 箇所の建設 

・ バス車庫に併設する事務所、ガソリンスタンド及びオイルスタンドなど関連

施設の設置 

・ 整備工場への調達機材に応じた電気・給水・配管など設備工事 

・ バスターミナル施設の建設及びバス停（ポールタイプ、屋根・椅子タイプ）

の設置 

・ バス公社による運転士 108 名、車掌 108 名、整備士 20 名の追加雇用及び

育成 

・ 乗務員の制服の購入、バス路線の維持管理及び運転手の送迎等に用い

る業務用車輌の維持修繕に係る予算確保 

・ 整備機材搬入時、特殊機材を設置する際の重機を使用した据付工事・納

品作業  

・ 整備工場の施設に不具合が確認された場合、調達業者の指示に応じた

改修 

第 2 回納品（ 終納

品：バス車両 50 台）前

まで 

・ バス公社による運転士 82 名、車掌 82 名の追加雇用及び育成 

・ 乗務員の制服の購入、バス路線の維持管理及び運転手の送迎等に用い

る業務用車輌の維持修繕に係る予算確保 

終納品後 ・ プロジェクトによって供与されたバス車両、整備機材を正しくかつ効果的に

運用するための要員及び予算の確保 

（出典：JICA 調査団） 
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本プロジェクトにおける調達資機材の「カ」国への輸入は免税扱いとなる。輸入に関わる手続き

として、調達業者から提出されるマスターリストは調達監理コンサルタントの照査を経て、実施機

関であるバス公社とその主管官庁であるプノンペン都を通じ、関税制度の管轄官庁である経済

財政省関税消費税総局（General Department of Customs and Excise）に申請書として提出し、

承認されることで免税措置が行われる（図 3-7 参照）。 

 

 
（出典：JICA 調査団） 

図 3-7 免税手続き 

 

輸入に関わる関税には、輸入関税（主として従価税：平均 12%程度、自動車 35%）、特別税（自

動車・バイク等）、付加価値税（VAT 10%）がある。課税価格は CIF 取引価格を基準とするが、こ

れら全てが免除される。留意点として、マスターリストの追加は難しいため変更の無いよう作成

する必要がある。 

これ以降、調達業者から委託された輸入業者（通関業者）が対応する。輸入業者は経済財務省

関税消費税総局において申告価格（インボイス価格）を申請、1～2 日程度で認証を受領する。

その後、各港税関支署（海上輸送品はシアヌークビル港、陸送品はドライポート等通関場所に

よって異なる）で輸入貨物の情報等を入力した通関申告書を作成、関税免除許可証と添付書

類（認証済インボイス、パッキングリスト、船荷証券、原産地証明書等）を提出する。さらに同じ書

類をシアヌークビル港税関支署長もしくはドライポート税関支署長に提出することにより、輸入

貨物通関時の確認書類となる。 

なお、カンボジアには 15 社に及ぶ申請手続きに慣れた日本の輸出入業者が進出しており、輸

送業者の選定に問題はない。 

なお、「カ」国内での調達品（プロジェクト実施期間中における本邦関係者の現地滞在中の宿

泊、車両代、消耗品）やサービス（施設案件における下請け業者の雇用）に係る調達 VAT（付

加価値税 10%）については、同様な流れで経済財政省租税総局（General Department of 

Taxation）への申請により、還付方式による免税が可能とされているが、現在無償事業を実施中

の日本企業へのヒアリングによると、実際に還付を受けることは難しい。 

 

•マスターリス
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業者

•免税申請

•マスターリス
ト検査結果
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•E/N
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•マスターリス
ト

バス公
社 免税申請

プノンペ
ン都

関税免除許
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3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

本プロジェクトで調達された機材を適切に維持管理するためには、適切な管理マニュアルの整

備や、事故・故障が発生する前に予防措置する維持管理／保守体制づくりが必要である。 

現在、バス車両の維持管理については、全て外部の民間企業に委託している状態にあり、現

在のバス公社には車両の維持管理能力が備わっていない。そのため、別途実施が予定されて

いる技術協力プロジェクトにより、維持管理マニュアルの作成、新たに雇用される整備士の基礎

的な能力の育成、さらに体制の整備を車両の納入前に行うことが必要である。 

 

3-5 プロジェクトの概略事業費 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 

（1） 日本国側負担経費 

調達業者契約認証まで非公表。 

 

（2） 「カ」国側負担経費 

「カ」国側負担経費は、表 3-18 の通りである。 

 

表 3-18  「カ」国側負担経費 

費目 
経費 

千 US$ 百万円 

銀行取極め(B/A)手数料及び授権書(A/P)手数料 25 2.9 

バス車庫建設費（事務所、バス駐車場、整備工場、ガソリ

ンスタンド各 2 箇所、訓練施設 1 箇所） 
6,000 698.1 

バスターミナル建設費 130 15.1 

バス停（ポールタイプ）設置費 17 2.0 

バス停（屋根・椅子タイプ）設置費 43 5.0 

バス公社社屋建設費 900 104.7 

整備機材据付工事費 50 5.8 

その他（乗務員制服購入費及び車輌維持修繕費） 150 17.5 

合計 7,315 851.1 

 

（3） 積算条件 

① 積算時点 ： 平成 28 年 4 月 

② 為替交換レート： 1.0 US$ = 116.35 円（米ドル対日本円） 

③ 調達期間 ： 機材調達の期間は、調達工程に示したとおり。 
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④ その他  ： 積算は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行うこ

   ととする。 

 

3-5-2 運営・維持管理費 

本プロジェクトで調達された機材を適切に維持管理し、運営するために必要な人員の雇用と育

成、バス車両以外に関連するバス停等の設備投資とメンテナンス費用を考慮した運営・維持管

理費の算出結果を表 3-19 に示す。 

2020 年の費用は、プノンペン都が目標として掲げる 10 路線の運行を達成するための運営維持

管理費となっているが、10 路線の体制への移行はあくまで本プロジェクトで実施する 80 台 5 路

線の運行が目標通りなされるという前提に立ったものである。 

 

表 3-19  運営・維持管理費用 

 
注） 上記数値にインフレは加味していない。 

* 事務所、バス駐車場、整備工場、ガソリンスタンド及びオイルスタンド各 2 箇所、訓練施設 1 箇所 

** 維持管理用整備機材の整備工場設備工事費及び据付工事費（50,000 米ドル）、制服購入費（50,000 米ドル）、車両

維持修繕費（100,000 米ドル）、整備用車両購入費（100,000 米ドル）、及び予備費 

（出典：JICA 調査団） 

 

数量 費用 数量 費用 数量 費用 数量 費用 数量 費用

管理職ｸﾗｽ 人 510 19 125,970 19 132,269 19 138,882 19 145,826 19 153,117
本社事務職員 人 280 19 69,160 19 72,618 19 76,249 38 160,123 38 168,129
運行管理者 人 320 9 37,440 9 39,312 9 41,278 9 43,341 10 50,565
営業所職員 人 280 24 87,360 24 91,728 24 96,314 24 101,130 37 163,704
整備士 人 280 20 72,800 20 76,440 20 80,262 20 84,275 24 106,187
運転手 人 300 90 351,000 198 810,810 280 1,203,930 280 1,264,127 413 1,957,816
乗務員 人 150 90 175,500 198 405,405 280 601,965 280 632,063 413 978,908
その他(掃除係) 人 150 11 21,450 11 22,523 11 23,649 11 24,831 18 42,664

282 940,680 498 1,651,104 662 2,262,528 681 2,455,716 972 3,621,090
LPG US$/ℓ 0.625 2,144,010 893,338 222,153 925,480 531,051 221,271
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ US$/ℓ 0.75 54,257 16,277 2,321,599 696,480 3,593,630 1,078,089 4,730,035 1,419,011

893,338 941,758 917,751 1,078,089 1,419,011
韓国車 台 800 57 547,200 522,400 83,200
日本車 台 500 15,000 380,000 480,000 790,000

547,200 537,400 463,200 480,000 790,000
車庫等 一式 1 6,000,000 6,000,000
ﾀｰﾐﾅﾙ US$/M２ 10 3000 30,000 5000 50,000 5000 50,000
減価償却費 US$/台 15000 15000 950,000 15000 1,506,250 15000 2,100,000
ﾊﾞｽ停(ﾎﾟｰﾙﾀｲﾌﾟ) US$/個所 250 0 0 37 9,250 33 8,250 54 13,500 0
ﾊﾞｽ停 US$/個所 2500 0 0 9 22,500 8 20,000 13 32,500 0
社屋 US$/M２ 300 3000 900,000

6,930,000 81,750 1,028,250 1,552,250 2,100,000
一式 5% 465,561 160,601 186,086 202,990 291,505

9,776,778 3,372,612 4,857,816 5,769,045 8,221,606

2019 2020

人件費

小計

燃費

小計

単位
単価

(USD)
2016 2017 2018

ﾒﾝﾃﾅﾝ
ｽ

小計

施設整
備費

小計

その他経費

合計

単位：USD

*
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第4章 プロジェクトの評価 

 事業実施のための前提条件 

本事業を実施するための前提条件を以下に列記する。 

 車庫用地の確保 

 運転手等バス公社の人員確保のための予算措置 

 整備工場など関連施設整備に係る費用の確保 

 その他先方負担事項の準備 

 

 全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

 相手国側の取り組むべき事項 

本プロジェクト実施の効果を確実なものとするために、日本の無償資金協力の基本方針である

自助努力と持続性に対して、カンボジア国側でも十分に配慮されることが強く望まれる。 

カンボジア国側が取組むべき事項としては、以下のものがある。 

 

 人員の増員計画と必要な予算の確保 

機材調達後の必要人員（運転手、車掌、車両整備士他）の配置及び維持管理予算が適切に割

り当てられることが重要である。 

 

 公共交通サービスの向上 

プノンペン都において公共交通サービスを向上させるために、運行の信頼性を確保するだけで

なく、バスターミナルやバス停施設の整備、バス路線図やバス運行情報などの提供が重要であ

る。 

 

 公共交通利用促進政策の実施 

本プロジェクトは、路線の拡充やバス車両の追加更新により公共路線バスの輸送力を強化し、

プノンペン都の交通状況を改善することを目標としている。その目標を達成するために上記公

共交通サービスの向上だけではなく、オートバイや自家用車、さらには、TukTuk などのパラトラ

ンジットから公共交通へのモーダルシフトを促進するための交通需要管理対策なども併せて実

施することが不可欠である。 
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 都予算による財政的補填の継続 

都バス公社が設立されて 1 年あまり、これまで 3 路線が運行されてきているが、運行サービスも

限られていることから利用者の数も少ない。また、利用者の大半を占めている学生が無料で利

用できることもあり、運賃収入は少なく運行経費を賄うまでに至っていないのが現状である。これ

まで、赤字部分は都の予算でカバーされてきたが、本事業において路線数が増えたとしても、

現在の運賃体系では運行経費に見合う運賃収入を得ることは不可能であり、当分の間は都予

算による財政的補填の継続が必要である。 

 

 路線バスサービスの自立に向けた制度の整備 

運行に係る費用については、当分の間、都の一般財源に頼ることになるが、出来るだけ速やか

に、路線バス経営の自立性を確保する努力が求められる。そのためには、運賃制度の改革、新

たな収益事業への進出、公共交通の運営を支援するための新たな税制度（目的税）の導入な

ど、新たな制度改革の検討及び導入が必要となる。 

 

 技術協力プロジェクトとの連携 

本プロジェクトと並行してバス公社及び公共事業運輸局への技術協力プロジェクト「プノンペン

公共バス運営改善プロジェクト」の実施が予定されている。この技術協力プロジェクトでは、バス

運行管理、バス機材維持管理、公社の運営管理のほか、バスのスムーズな運行を支援する交

通管理対策についての能力の向上が図られることになっている。 

 

 外部条件 

プロジェクトの効果を発現・持続するための外部条件としては、バス公社が公共交通バスサービ

スの提供を継続することと、プノンペン都が公共交通の整備に係る政策を継続し、バスの運行

に必要な財源を確保することの 2 点が挙げられる。 

 

 プロジェクト評価 

 妥当性 

以下の点に鑑み、本プロジェクトの妥当性は高いと評価できる。 

1) プロジェクトの裨益対象が、プノンペン都都民の約 150 万人であり、「カ」国総人口の約

10％を占める。「カ」国はミャンマーと並んで ASEAN 域内で所得が最低水準であり、アジ

アの最貧国の一つであり、その中でバス利用者は所得の低い人々の貴重な交通手段であ

り、貧困層への裨益効果が高い。 

2) バス利用者は、学生、高齢者、子供、女性などの交通弱者が多く、公共交通の利用促進
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は、これらの交通弱者の「交通基本権」（交通手段の選択権）の拡大を目指すものであり、

人間の安全保障、BHN や教育・人づくりに合致する。 

3) プノンペン都が、都の予算とバス公社の人材・技術で運営・維持管理を行うことができ、過

度に高度な技術を必要としない。 

4) 本プロジェクトは、カンボジア国の第 3 次四辺形戦略（2013～2018 年）における戦略の柱

の一つ「インフラ整備」を通じた経済成長及び貧困削減に位置付けられる交通インフラ整

備に該当する。 

5) 環境社会面では、個別交通手段である自家用車やオートバイからの転換が期待でき、大

気汚染や CO2 の排出削減に寄与する。 

6) 本プロジェクトは、当面の間は、低所得者層や交通弱者と呼ばれる人々の利用が主となる

ことから、運賃収入も限られ収益性は低く無償資金協力での支援が妥当である。 

7) 対「カ」国別援助方針（2012 年）において、重点分野「経済基盤の強化」の中で「経済イン

フラの整備」を挙げており、また対カンボジア JICA 国別分析ペーパー（2014 年）において

も「経済基盤の強化」を重点分野とし、プノンペンの交通状況改善を重要課題として分析し

ていることから、本プロジェクトはこれらの方針、分析に合致するものである。 

8) プノンペン都では我が国の無償資金協力によって新規調達されるバスに対する予算及び

人材の新規採用等の準備を進めており、本プロジェクトが我が国の無償資金協力の制度

で実施可能な状態となっている。 

 

 有効性 

4-4-2-1 定量的効果 

プロジェクト目標がどの程度達成されるかを表 4-1 に示す指標により定量的に評価する。その

際、段階的バス供与の考えに基づき、目標年を 2018 年に見据え、バス運行路線数はプノンペ

ン都の中心部を概ねカバーする 5 路線と設定する。将来的にはマスタープランに従いさらに拡

充して 10 路線を目標としている。 

各指標の目標値設定の考え方を以下に示す。 

① バス運行率：不測の事故・故障、遅延に対する対応を予備車で行うことで 100%の運行を

目指す。 

② バス運行距離：現行３路線の運行区間・運行水準の見直しの他、新規 2 路線の追加分を

合わせた運行距離（全台数の運行距離の総和）とする。 

③ バス輸送力：バス運行距離と同様の考え方に基づく。 

④ バス車両の稼働率：新車への置き換えやメンテナンス体制構築に伴う車両故障率の低減
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を見据える。ただし、新たに予備車を 10%確保することから上限値は 90%に設定した。 

⑤ 利用者数：新規路線運行による路線拡充、沿線の開発人口増加、利用促進策による利用

者増を考慮して設定した。 

 

表 4-1 評価指標 

指標名 基準値（2016 年） 目標値（2021 年） 

バス運行路線数（本） 3 5 

バス運行率（%） 67.5 100 

バス運行距離（台・km／日） 4,386 8,830 

バス輸送力（万人・km／日） 21.9 40.3 

バス車両の稼働率（%） 75 90 

利用者数（人／日） 8,133 40,000 

（備考） バス運行率＝実際の運行本数／計画運行本数（平均値） 

  車両の稼働率＝運行車両数／保有車両数（平均値） 

 

4-4-2-2 定性的効果 

定性的には次の指標をもって有効性を評価する。 

1) 路線バスルートにおいて交通渋滞が緩和する。 

2) 公共バスの運行サービス向上により、公共バス利用に対する都民意識が向上する。 

3) バス公社が安価で安全な公共交通手段を提供できるようになる。 

4) 安価で安全な公共交通により、低所得者、高齢者等の交通弱者の活動範囲が広がる。 
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1-1 Project Objective 
 
Improve the traffic situation in Phnom Penh through the enhancement of the transportation 
capacity of public bus by expansion of routes and the increased number of bus vehicles 
 
 

 
1-2 Necessity and Priority of the Project 

- Consistency with development policy, sector plan, national/ regional development 
plans and demand of target group and the recipient country. 

 
1) The targeted number of beneficiaries is 1.5 million of citizens of Phnom Penh, 

roughly accounting for 10% of the total population of Cambodia. The project is 
especially beneficial for the poor due to the nature of bus transportation even 
in Cambodia that is among the least developed countries in ASEAN.

2) The project aims to disseminate the usage of public transportation. This project 
purpose also contributes to enlarge the right to select the transportation, which 
is also known as the basic transportation right, for the mobility-impaired 
people, thus consistent with the human security, the basic human needs, and 
the creation of education and human resources. 

3) The project does not require overly sophisticated technique. PPCA will be able 
to operate and maintain the equipment by its own human resources, 
technique, and PPCA s budget.  

4) The project is subjected to the development of transportation infrastructures 
for poverty reduction embedded in one pillar of the Rectangular Strategy 
Third Phase of the government of Cambodia. 

5) The project also contributes to reduction of CO2 and the air pollutions by 
urging shift from individual transportations in terms of the environment. 

6) The grant aid project is the relevant scheme, because the fare revenue is 
limited and expected profit is low since the project mainly targets for the low 
income people and mobility-impaired people. 

7) The Country Assistance Policy for Cambodia created in 2012 place 
 reinforcing the economic infrastructure  as one of the priority area. JICA also 
put emphasis on  reinforcement of economic infrastructure  in JICA Country 
Analysis Paper of 2014, analyzing the improvement of the traffic situation of 
Phnom Penh as a critical issue. The project is consistent with those policies. 

8) PPCA is pushing forward the preparations of both budget and recruitment of 
fresh personnel, thus makes it feasible for Japan to disburse the project 
through the grant aid scheme. 

 
1-3 Effectiveness and the indicators 
 - Effectiveness by the project 
 
Quantitative Effect Operation and Effect indicators  
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Indicators Original (Yr 2016) Target (Yr 2021) 
The number of bus routes 3 5
Operation rate (%) 67.5 100
Bus travel distance 
(vehicle km/day) 

4,386 8,830 

Bus transportation capacity (10,000 
pax km/day) 

21.9 40.3

Working rate of bus vehicle (%) 
Ridership (pax day) 
Traffic accident ratio 
(case/vehicle 100,000 km 
traveled/year) 
Qualitative Effect 
1) Mitigation of traffic congestions on the bus routes 
2) Raised awareness about use of public bus service among the citizens by improved service 
3) CBA turns out able to provide an inexpensive and safe public transportation measure 
4) The spheres of activities of the mobility-impaired poor and elderly expand by an inexpensive 

and safe public transportation. 
 

 
2-1 Project Scope 

Table 2-1-1a: Comparison of Original and Actual Location 

Location 

Original: Phnom Penh (M/D) 

 
Attachment(s):Map 

Actual: (PMR) 
 
Attachment(s):Map 

Table 2-1-1b: Comparison of Original and Actual Scope 

Items Original Actual 
1. Bus 80 units Ditto 

2. 
Maintenance 
Equipment 
 

1 lot (2 set for each item) 

- Tire changer 

- Washing machine for bus 

- High pressure with hot water 
washer 

- Fork lift 

- Other maintenance equipment and 
tool 

Ditto 
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2-1-2 Reason(s) for the modification if there have been any. 

PMR  
 
 
 

 
2-2 Implementation Schedule 
The procurement will commence after signing of the Supplier s Contract. The estimated duration 
of procurement for first batch of 30 bus units and maintenance equipment shall be delivered 
within 11 months and the second batch of 50 bus units shall be within 13 months. 

 
 
2-2-1 Implementation Schedule 

Table 2-2-1: Comparison of Original and Actual Schedule 

Items 
Original 

Actual 
DOD G/A 

Cabinet Approval Sep.   
E/ N   PMR  
G/ A   As of (Date of Revision) 

Detailed Design 
10/ 2016
01/ 2017 

  

Tender Notice 11/ 2016   

Tender 1/ 2017 
 Please state not only the most 

updated schedule but also other past 
revisions chronologically.  

(Lot 1: Bus) Procurement  
2/ 2017
1/ 2018 

  

(Lot 2: Maintenance 
Equipment) Procurement  

3/ 2017 12/ 2
017 

 
 

Project Completion Date 2/ 2018   
*Project Completion was defined as                                  at the time of G/ A. 
 
2-2-2 Reasons for any changes of the schedule, and their effects on the project. 
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2-3 Undertakings by each Government 
2-3-1 Major Undertakings 

See Attachment 2. 
 
2-3-2 Activities 
 See Attachment 3. 
 
2-4 Project Cost 
2-4-1 Project Cost 
 

Table 2-4-1a Comparison of Original and Actual Cost by the Government of Japan 
(Confidential until the Tender) 

Items Cost 
(Million Yen) 

 Original Actual Original Actual 

To procure 
buses, spare 
parts, and 
maintenance 
equipment 

1) Manufacturing of the 
products 

2) Transportation of the 
products 

  Please state not 
only the most 

updated 
schedule but 

also other past 
revisions 

chronologically.
To implement detailed design, tender 
support and construction supervision 
(Consultant 

   

Total   

Note:  1) Date of estimation: Apr. 2016 
2) Exchange rate: 1 US dollar = 116.35 yen 

 

Table 2-4-1b Comparison of Original and Actual Cost by the Government of Cambodia 
Items Cost 

(Thousand USD) 
 Original Actual Original Actual 

 Payment of bank service charges 

for banking arrangement (B/ A) 

and authorization to pay (A/ P) 

 

25 

Please state not 
only the most 

updated 
schedule but 

also other past 
revisions 

chronologically.
 Construction of office, bus depot, 

maintenance shop, fuel stand (2 

places for each), and training 

center. 

 

6,000 

 

 Construction of bus terminal  130  

 Construction of bus stops (Pole 

type) 

 
17 
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 Construction of bus stops (Shed 

type) 

 
43 

 

 Main office of CBA  900  

 Installation work of maintenance 

equipment 

 
50 

 

 Others (uniform for driver or 

conductor and  maintenance 

vehicle cost) 

 

150 

 

Total   

Note:  1) Date of estimation: Apr. 2016 
2) Exchange rate: 1 US Dollar = 4,000 Cambodian riel 

 
2-4-2 Reason(s) for the wide gap between the original and actual, if there have been any, the 

remedies you have taken, and their results. 
PMR  

 
 
 

 
 
2-5 Organizations for Implementation 
2-5-1 Executing Agency:  
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Original: M/D  
The Phnom Penh CBA was established under the umbrella of PPCA in July 1, 2014, while the 
legitimate authorization of the Cabinet Council was issued on May 21, 2014. On September 1, 
2014, CBA launched the bus service with 3 routes and 43 vehicles. 
 
The sales result in 2015 was merely 2 billion riel (approx. USD1.83 million). The annual sales in 
2015 turned out deficit of more than 0.4 billion riel (approx. USD100,000). The substantial part 
of expenses were derived from the monthly maintenance cost of somewhere in a range from 
USD25,000 to 30,000, and this is one of the major factors to fall in red. Since some buses 
become non-operational on a daily basis, the headways are often forced to stretch from 20 to 
40 minutes and that affects the operation substantially. 
 

 
 
 
Actual, if changed: PMR  
 
 
 

 
 
2-6 Environmental and Social Impacts 
 

- Nothing special 
 
 

 
3-1 O&M and Management 

- Organization chart of O&M 
- Operational and maintenance system (structure and the number ,qualification and skill 
of staff or other conditions necessary to maintain the outputs and benefits of the project 
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soundly, such as manuals, facilities and equipment for maintenance, and spare part 
stocks etc) 
 

Original: (M/D) 
CBA does not have engineers for maintenance, but they borrow from DPWT 2 civil engineers 
with expertise in road, pavement construction and maintenance of bus stops. Hence, daily 
maintenance has never been conducted by CBA. Should buses need repairs, CBA outsources 
maintenance to a private car repair factory. Likewise, maintenance manuals are not available.
Actual: (PMR  
 
 
 

 
3-2 O&M Cost and Budget 

- The actual annual O&M cost for the duration of the project up to today, as well as the 
annual O&M budget. 

 
Original: (M/D) 

Quantity Cost Quantity Cost Quantity Cost Quantity Cost Quantity Cost
Management Person 510 19 125,970 19 132,269 19 138,882 19 145,826 19 153,117
Admin at HQO Person 280 19 69,160 19 72,618 19 76,249 38 160,123 38 168,129
Car Controller Person 320 9 37,440 9 39,312 9 41,278 9 43,341 10 50,565
Admin at Site Office Person 280 24 87,360 24 91,728 24 96,314 24 101,130 37 163,704
Mechanics Person 280 20 72,800 20 76,440 20 80,262 20 84,275 24 106,187
Drivers Person 300 90 351,000 198 810,810 280 1,203,930 280 1,264,127 413 1,957,816
Ticket Sellers Person 150 90 175,500 198 405,405 280 601,965 280 632,063 413 978,908
Others (Cleaners) Person 150 11 21,450 11 22,523 11 23,649 11 24,831 18 42,664

282 940,680 498 1,651,104 662 2,262,528 681 2,455,716 972 3,621,090
LPG US$/ 0.625 2,144,010 893,338 222,153 925,480 531,051 221,271
Diesel US$/ 0.75 54,257 16,277 2,321,599 696,480 3,593,630 1,078,089 4,730,035 1,419,011

893,338 941,758 917,751 1,078,089 1,419,011
Korean Bus Vehicle 800 57 547,200 522,400 83,200
Japanese Bus Vehicle 500 15,000 380,000 480,000 790,000

547,200 537,400 463,200 480,000 790,000
Depot and others* Set 1 6,000,000 6,000,000
Terminal US$/M 10 3000 30,000 5000 50,000 5000 50,000
Depreciation US$/Vehicle 15000 15000 950,000 15000 1,506,250 15000 2,100,000
Bus Stop (Pole ype) US$/Stop 250 0 0 37 9,250 33 8,250 54 13,500 0
Bus Stop (Roof & Chair US$/Stop 2500 0 0 9 22,500 8 20,000 13 32,500 0
Office Building US$/M 300 3000 900,000

6,930,000 81,750 1,028,250 1,552,250 2,100,000
Set 5% 465,561 160,601 186,086 202,990 291,505

9,776,778 3,372,612 4,857,816 5,769,045 8,221,606

2019 2020

Salary

Total

Fuel
Total

Unit
Price
(USD)

2016 2017 2018

Mainte
nance

Total

Facilitie
s

Total
Others**

Grand Total

Note: Price escalation by inflation is not considered. 
* Construction of office, bus depot, maintenance shop, fuel stand (all 2 sets), and training center. 
*  Installation costs of granted OM equipment (USD50,000), purchase of new uniforms (USD50,000), purchase of 

maintenance vehicles (USD100,000), and contingency
 
 

 
- Risks and issues, if any, which may affect the project implementation, outcome, 

sustainability and planned countermeasures to be adapted are below. 
 
Original Issues and Countermeasure(s): (M/D) 
Potential Project Risks Assessment 
1.  Probability: H/ M/ L 
(Description of Risk) Impact: H/ M/ L 

Analysis of Probability and Impact: 
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Mitigation Measures: 
 
 
Action during the Implementation: 
 
 
Contingency Plan (if applicable): 
 

2.  Probability: H/ M/ L 
(Description of Risk) Impact: H/ M/ L 

Analysis of Probability and Impact: 
 
 
Mitigation Measures: 
 
 
Action during the Implementation: 
 
 
Contingency Plan (if applicable): 
 

3.  Probability: H/ M/ L 
(Description of Risk) Impact: H/ M/ L 

Analysis of Probability and Impact: 
 
 
Mitigation Measures: 
 
 
Action during the Implementation: 
 
 
Contingency Plan (if applicable): 
 

Actual issues and Countermeasure(s) 
(PMR) 
 
 
 
 

 
5-1 Overall evaluation 
 Please describe your overall evaluation on the project. 
 
 
 

 
5-2 Lessons Learnt and Recommendations 
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Please raise any lessons learned from the project experience, which might be valuable 
for the future assistance or similar type of projects, as well as any recommendations, 
which might be beneficial for better realization of the project effect, impact and 
assurance of sustainability.  

 
 
 
 

 
5-3 Monitoring Plan for the Indicators for Post-Evaluation 
 Please describe monitoring methods, section(s)/ department(s) in charge of 

monitoring, frequency, the term to monitor the indicators stipulated in 1-3. 
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Attachment 
 
1 Project Location Map 
2 Undertakings to be taken by each Government 
3 Monthly Report 
4 Report on RD 
5 Environmental Monitoring Form /  Social Monitoring Form 
6 Monitoring sheet on price of specified materials (Quarterly) 
7 Report on Proportion of Procurement (Recipient Country, Japan and Third Countries) 

 (Final Report Only) 
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1. Initial Conditions (Confirmed) 
 

 Items of Specified Materials Initial Volume 
A 

Initial Unit 
Price ¥  

B 

Initial total 
Price 

C=A B 

1 of Contract 
Price 

D 

Condition of payment 
Price Decreased

E=C D 
Price Increased  

 F=C D 
1 Item 1 t  
2 Item 2 t  
3 Item 3  
4 Item 4  
5 Item 5  
   
 
2. Monitoring of the Unit Price of Specified Materials 
(1) Method of Monitoring  

 
(2) Result of the Monitoring Survey on Unit Price for each specified materials 

 
 Items of Specified Materials 1st

month, 2015 
2nd

month, 2015 
3rd 

month, 2015 
4th 5th 6th 

1 Item 1  
2 Item 2  
3 Item 3  
4 Item 4  
5 Item 5  
   
 
 
(3) Summary of Discussion with Contractor (if necessary) 

- 
- 
- 
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